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電話　0263-66-2211
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筑北村の人口
総人口 4,944 人

男 2,420 人

女 2,524 人

戸　数 1,885 戸

（平成27年4月30日現在）

第58号

【
一
般
会
計
】

　

平
成
27
年
度
筑
北
村
一
般
会
計
予

算
は
、
歳
入
歳
出
総
額
が
41
億
２
，

６
６
６
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算

と
比
べ
る
と
、３
，２
２
２
万
円
減
（
マ

イ
ナ
ス
0.8
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
歳
入
》

　

自
主
財
源
の
中
心
で
あ
る
村
税
に
つ

い
て
は
納
税
義
務
者
数
や
個
人
所
得

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
26
年

度
よ
り
も
９
９
０
万
円
の
減
額
計
上

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
の
歳
入
の
大
部
分
を

占
め
る
普
通
交
付
税
は
、
今
年
度

も
54
・
３
％
と
そ
の
割
合
は
大
き
く
、

金
額
で
22
億
４
，
０
０
０
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
債
は
、
昨
年
度
よ
り
も
１
，

６
１
０
万
円
少
な
い
４
億
８
，
２
３
０

万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
大
幅
な
変
更
は
な
い
た
め

歳
入
構
造
は
変
わ
ら
ず
、
村
税
な
ど

の
自
主
財
源
は
、
全
体
の
16
・
８
％
に

留
ま
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
歳
入
の

多
く
を
普
通
交
付
税
や
国
・
県
か
ら

の
補
助
金
、
地
方
債
な
ど
に
頼
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

《
歳
出
》

　

今
年
度
の
歳
出
予
算
は
、
限
ら
れ

た
財
源
の
な
か
、
今
後
の
財
政
見
通

し
及
び
喫
緊
の
課
題
を
踏
ま
え
、
村

政
の
重
要
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
に
重
点
的
に
予
算
配
分
し
ま
し

た
。

1 

目
的
別

　

今
年
度
の
歳
出
予
算
は
、
昨
年
度

に
比
べ
て
「
土
木
費
」、「
民
生
費
」、

「
商
工
費
」
が
伸
び
て
い
ま
す
。

　

土
木
費
で
は
、
国
道
４
０
３
号
と

坂
北
庁
舎
を
結
ぶ
宮
ノ
前
線
、
こ
の

春
開
校
と
な
っ
た
筑
北
小
学
校
周
辺

の
学
校
線
な
ど
村
道
５
路
線
の
改
良

工
事
費
と
し
て
２
億
３
，
８
６
４
万
円
、

橋
梁
の
老
朽
化
対
策
と
し
て
２
，
４
９

９
万
円
の
計
上
が
主
な
増
加
要
因
と

な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
費
で
は
、
社
会
就
労

セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
伴
う
施
設
整
備
に

６
，
１
５
８
万
円
を
新
た
に
計
上
し
た

ほ
か
、
施
策
の
拡
充
等
に
よ
り
高
齢

み
る
と
、
予
算
全
体
に
占
め
る
割
合

の
大
き
い
順
に
「
人
件
費
」、「
物
件

費
」、「
繰
出
金
」、「
普
通
建
設
事

業
費
」、「
公
債
費
」
と
な
って
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
人
件
費
は
昨
年
度
よ

り
2.7
％
減
の
８
億
３
，
２
３
２
万
円
、

普
通
建
設
事
業
費
は
7.4
％
減
の
６
億

１
，
８
７
５
万
円
、
公
債
費
は
前
年

度
比
10
・
０
％
減
の
５
億
１
，
５
７
２

万
円
と
な
って
い
ま
す
。

者
や
障
害
者
の
扶
助
費
が
伸
び
て
い

ま
す
。

　

商
工
費
で
は
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
更
新
に
２
８
５
万
円
、
差
切
峡
の

歩
道
整
備
等
に
１
９
３
万
円
、
ま
た

昨
年
に
引
き
続
き
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の

補
助
金
に
３
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

2 

性
質
別

　

歳
出
予
算
を
性
質
別
で
分
類
し
て

【歳入】　41億2,666万円【歳出】（性質別）　41億2,666万円

【歳出】（目的別）　41億2,666万円

歳　入

依存財源
（83.2%）

自主財源
（16.8%）

依存財源
34億3,157万円（83.2％）

自主財源
6億9.509万円（16.8％）

村税
　  4億0,352万円（9.8％）
分担金・負担金
 4,186万円（1.0％）
使用料・手数料 
 　 1億0,185万円（2.5％）
繰入金  
 　 1,005万円（0.2％）
繰越金  
 　 5,000万円（1.2％）

特別交付税
4,000万円（1.0％）

国庫支出金
 3億1,045万円（7.5％）
県支出金 
 2億4,316万円（5.9％）
村債  
4億8,230万円（11.7％）
その他  
 1億1,566万円（2.8％）

諸収入  
 7,871万円（1.9％）
財産収入  
 910万円（0.2％）
普通交付税  
 22億4,000万円（54.3％）歳　出

（性質別）

繰出金
 6億2,756万円（15.2％）
積立金
 786万円（0.2％）
普通建設事業費
 6億1,875万円（15.0％）
投資及び出資金・貸付金

50万円（0.0％）
災害復旧事業費
 1万円（0.0％）
予備費
 5,000万円（1.2％）
人件費
 8億3,232万円（20.2％）
物件費
 7億8.884万円（19.1％）
維持補修費
 3,707万円（0.9％）
扶助費
   3億2,021万円（7.8％）
補助費等
   3億2,782万円（7.9％）
公債費
 5億1,572万円（12.5％）

歳　出
（目的別）

教育費
   4億0,929万円（9.9％）
災害復旧費

1万円（0.0％）
公債費
 5億1,572万円（12.5％）
諸支出費
 786万円（0.2％）
予備費
 5,000万円（1.2％）
議会費
 6,855万円（1.7％）
総務費
 7億4,945万円（18.2％）
民生費
 9億7,014万円（23.5％）
衛生費
 4億3,477万円（10.5％）
農林水産費
   3億1,080万円（7.5％）
商工費
 8,246万円（2.0％）
土木費
   3億9,758万円（9.6％）
消防費
   1億3,003万円（3.2％）

　

昨
年
度
に
比
べ
増
加
し
て
い
る
の
は

「
物
件
費
」
と
「
繰
出
金
」
で
す
が
、

物
件
費
は
9.4
％
増
の
７
億
８
，
８
８
４

万
円
、
繰
出
金
は
冠
着
温
泉
会
計
へ

の
繰
出
金
の
増
加
に
よ
り
4.4
％
増
の

６
億
２
，
７
５
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　　

自
主
財
源
に
乏
し
く
交
付
税
等
の

依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
当

村
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
強
い
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
今
年
度
も
状
況
は
変

わ
って
い
ま
せ
ん
。

　

徴
収
率
の
向
上
に
よ
る
税
収
の
確

保・補
助
財
源
の
活
用
等
財
源
確
保
に

努
め
る
こ
と
で
歳
入
の
増
加
を
図
り
つ

つ
、更
な
る
行
財
政
改
革
に
努
め
、事

業
執
行
で
は「
選
択
と
集
中
」を
図
り
、

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
執
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
引
き
続
き
財
政
の

健
全
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
27
年
度
予
算
の
状
況
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会　計　区　分　 平成27年度
予 算 額

平成26年度
予 算 額 比　較 前年度比

（％）

一 般 会 計 41億2,666万円 41億5,888万円 △3,222万円 △0.8

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

バ ス 事 業 2,603万円 2,578万円 24万円 0.9

国 民 健 康 保 険 8億8,131万円 7億8,199万円 9,932万円 12.7

国民健康保険診療所 6,034万円 6,870万円 △836万円 △ 12.2

後 期 高 齢 者 医 療 6,336万円 6,466万円 △131万円 △2.0

介 護 保 険 事 業 7億9,036万円 7億6,037万円 2,999万円 3.9

宅 地 造 成 事 業 572万円 572万円 △0万円 △ 0.0

と く ら 温 泉 施 設 1,086万円 1,247万円 △162万円 △ 13.0

差 切 峡 温 泉 施 設 3,021万円 3,164万円 △143万円 △4.5

冠 着 温 泉 施 設 3,369万円 2,802万円 567万円 20.2

簡 易 水 道 事 業 2億7,984万円 2億0,822万円 7,162万円 34.4

集 落 排 水 事 業 1億8,013万円 2億0,031万円 △2,018万円 △10.1

合 併 浄 化 槽 事 業 7,392万円 7,415万円 △23万円 △0.3

合　　　　　計 65億6,241万円 64億2,091万円 1億4,150万円 2.2

※千円単位を四捨五入して表示しています。

款 Ｈ27予算額 主        要        な        施        策

1 議 会 費 6,855万円 議員共済会負担金　1,467.7 万円

2 総 務 費 7億4,945万円

庁 舎 改 修 等 事 業 1 億 4,237.5 万 円（ 工 事 請 負 費 1 億
2,677.5 万円・備品購入費 1,560 万円）　庁舎移転作業委託 
396.2 万円　番号制対応事業 1,232.4 万円　コニュニティ助
成事業 4,700 千円　老朽空き家等対策事業 4,500 千円　地
域おこし推進費 926.4 万円　定住促進事業費 790 万円　集
落再熱モデル事業 300 万円　地番図公図修正業務 507.6 万
円　県議会議員選挙費 383.2 万円

3 民 生 費 9億7,014万円

結婚推進事業 127.9 万円　障害者扶助 2 億 166.4 万円　
福祉医療給付 3,736.3 万円　児童手当 5,882.7 万円　社会
就労センター建設事業 6,157.7 万円　臨時福祉給付金事業 
886 万円　子育て世帯臨時給付金給付事業 185.3 万円　保
育園費（２園）1 億 2,938.7 万円

4 衛 生 費 4億3,477万円

がん検診事業 726.9 万円　高齢者予防接種（インフルエンザ・
肺炎球菌）387.7 万円　妊婦乳幼児健診 303.5 万円　乳幼
児予防接種 559.7 万円　母子保健共同事業 79 万円　ごみの
収集運搬処理業務 1,264.5 万円　健康館管理費 244.7 万円

6 農林水産業費 3億1,080万円

中山間直接支払事業 1,161.2 万円　人・農地プラン推進 768.3
万円　地域おこし推進費 584.8 万円　農業基盤整備促進・適正
化事業 891.7 万円　農山漁村活性化事業 3,804 万円　鳥獣被
害対策支援事業 576.2 万円（実施隊）835.7 万円　松くい虫
対策・松枯損木伐採委託 3,238.8 万円　森林造成事業 388.1
万円　林道事業 625.4 万円　地籍調査事業 1,077.1 万円

7 商 工 費 8,246万円 商工業指導事業補助 330 万円　住宅リフォーム等補助 300 万円　観
光パンフレット等更新事業 284.8 万円　差切峡整備事業 193.4 万円

8 土 木 費 3億9,758万円

道路維持工事 2,500 万円　道路新設改良工事（5 路線）2
億 3,863.6 万円　除雪委託等 2,465.3 万円　橋りょう維持修
繕 4,650 万円　急傾斜崩落防止対策事業 300 万円　河川
工事費 435.3 万円　道路愛護環境保全支援事業 84 万円　
住宅耐震補強補助事業 104.4 万円

9 消 防 費 1億3,003万円 広域消防等負担金 8,980.4万円　消火栓設置等 294万円　
Ｊアラート端末増設 116.7 万円　防犯灯新設修繕 225 万円

10 教 育 費 4億0,929万円
子ども支援総合専門員等配置事業 448.6 万円　閉校記念誌等
作成事業 347.1 万円　スクールバス購入 740.2 万円　筑北小
暖房器設置 1,161.2 万円　サッカー場設計委託 3,946.4 万円

11 災害復旧費 1万円

12 公 債 費 5億1,572万円 償還元金 4 億 7,864.4 万円　償還利子 3,582.4 万円

13 諸 支 出 金 786万円 積立金（財政調整基金 500 万円　減債基金 110 万円 ふる
さとづくり基金 135.7 万円　地域福祉金 40 万円）

14 予 備 費 5,000万円

計 41億2,666万円

平成27年度　筑北村一般会計・特別会計予算総括表

平成27年度　筑北村一般会計主要施策と予算
　【
特
別
会
計
】（
主
な
も
の
）

《
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
》

　

疾
病
の
早
期
発
見
と
重
症
化
予
防

に
よ
る
住
民
の
健
康
保
持
、
増
進
を

図
る
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
経
費
の

補
助
と
し
て
３
６
３
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

《
介
護
保
険
特
別
会
計
》

　

生
涯
現
役
の
健
康
長
寿
の
村
を
め

ざ
し
て
、
高
齢
者
自
ら
が
生
き
が
い
づ

く
り
や
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
介
護
予
防
に
関
す
る
活
動
を
支

援
す
る
た
め
２
，
０
０
２
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

《
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
》

　

安
全
安
心
な
水
道
水
を
安
定
供
給

す
る
た
め
、
経
年
劣
化
に
よ
る
破
損
が

心
配
さ
れ
る
送
配
水
管
の
布
設
替
に

６
，
５
８
９
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

《
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
》

　

適
切
な
汚
水
処
理
と
持
続
的
な
施

設
維
持
を
図
る
た
め
、
処
理
水
槽
の

防
食
工
事
、
機
器
更
新
、
運
転
方
法

の
改
良
な
ど
の
機
能
強
化
に
２
，
２
１

９
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

《
合
併
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
》

　

合
併
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
環
境
保
全
や
快
適
な

生
活
環
境
を
図
る
た
め
８
３
５
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
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7月より本庁での業務が始まります

昨年度より実施している本城庁舎改修工事は、現在順調に進んでいます。事務所の改修は６月末
の完了を見込んでいます。その後、７月 18 日から 20 日にかけて引越作業を行い、７月 21 日（火）
より本城庁舎を本庁として行政事務を開始します。

現在の坂北総合支所、坂井総合支所は、それぞれ坂北支所、坂井支所となり、諸証明の発行業務
や届出等の受付業務などを行います。

◆主な業務内容
・税、住民票など各種証明書等の交付
・各種申請書の受付
・税、料金等の収納
・地籍調査に関する事項

◆支所体制
・支所長：総務課長兼務
・職　員：３名
・土日・祝日： 日直者による対応

※宿直者はいなくなります。
◆その他

・「66-2211」の電話は、本庁につながります。
・支所にご用の場合は本庁から転送します。
・同じ建物内に図書館が併設される予定です。

（平成 28 年４月開館予定）

◆本庁体制
・総務課 ・企画財政課 ・住民福祉課 ・建設課 ・産業課 ・議会事務局 ・会計室の各窓口
※閉庁時は、宿日直者が対応します。

◆主な業務内容
・税、住民票など各種証明書等の交付
・各種申請書の受付
・税、料金等の収納

◆支所体制
・支所長：総務課長兼務
・職　員：２名
・土日・祝日： 日直者による対応

◆その他
・「67-2002」の電話は、本庁につながります。
・支所にご用の場合は本庁から転送します。
・現在、坂井公民館２階にある教育委員会事

務局が坂井庁舎に移転します。

 ～ ７月２１日（火）からの体制・取扱い業務 ～ 

＜日程＞

21日（火）

本庁・支所での
業務開始

坂北支所（坂北庁舎） 坂井支所（坂井庁舎）

本庁（本城庁舎）

7 月　⑱日（土）・⑲日（日）・⑳日（月・祝）

	 　　　 　　　   　  引越・準備

平成26年度　筑北村協働事業支援金の実施結果について
　住民のみなさんが、自らの地域の環境整備を行ったり、地域の活力を生み出すような活動を行う場合の経費
の一部を支援する制度に「筑北村協働事業支援金」があります。平成２６年度も多くの事業で活用いただきました。
　27年度も申請は随時受け付けています。申請された事業は、
年３回（５・８・12 月）の選定委員会で審査されます。

◆平成27年度　今後の予定
　 8 月審査分　申請受付〆切 8 月 12 日（水）
　12 月審査分　申請受付〆切 11 月 30 日（月）
　※ 12 月審査分以降に申請を受付けた場合は、28 年度の審査対象となります。　　　

【中村区】 【大野田常会】

団 体 名 事 業 名 事  業  内  容  支 援 金 額

青柳切通しの会 善光寺街道制定 400 年記念
事業 青柳宿①

善光寺街道制定400年を記念して宿場風景画を
作成し、地域のPRを実施 92,360 円

道 平 常 会 道平公民館修理事業 常会公民館の建物の傾きや、間仕切り部分のた
わみ直しを常会住民の協働により実施 57,500 円

大野田事業部 大野田集荷所補修工事 大野田常会でバス停やゴミ収集所として利用し
ている集荷所を地域住民の協働により補修 100,000 円

坂 井
魚つかみ大会
実 行 委 員 会

坂井地域魚つかみ大会事業 坂井地域安坂川において、子ども育成会と共催
して河川清掃とともに魚つかみ大会を実施 37,212 円

青柳切通しの会 善光寺街道制定 400 年記念
事業 青柳宿②

善光寺街道制定400年を記念して、地区を訪れ
る観光客などに青柳地区をPRするためのキー
ホルダーを作成。また城山記念登山を実施

73,820 円

里山探訪クラブ 里山案内人養成講座
地域の里山を訪れる人に案内できるよう地域に
生息する動植物の知識や安全な登山技術を習得
するための講習会を実施

77,400 円

玉 根 常 会 公民館敷地入口石塔の倒壊箇
所修繕による環境整備

地域住民の協働により常会公民館の敷地入口に
ある倒壊していた石塔などを修繕し、周辺の環
境を整備

93,100 円

八 木
「来てくれる会」八木　ふる里活性化事業 例年実施している地区の夏祭り等地域の活性化

イベントに使用する機材を整備 99,457 円

中 村 区 除雪機及び防災用品収納物置
設置工事

中村区で使用する除雪機や、防災用品を備蓄して
おく物置を地域住民の協働により整備 100,000 円

大 畑 永 農
ク ラ ブ

竹細工教室の開催と成果物の
共同活用

身近な素材である竹を用いて竹細工を学び、成
果品（蕎麦ざる）を用いて蕎麦会を実施 54,800 円

里 山 を
活 か す 会 茶道用炭研究製作事業 クヌギ、ナラなど間伐材を用いて茶道で用いられ

る「菊炭」の製作を試みるための炭窯を整備 100,000 円

筑 北
ファン倶楽部 Re Forest Camp 事業

レスパイト（在宅で看病や介護を行っている家
族のリフレッシュを図る支援）事業を筑北村で
実施し、その拠点となるようホームページやパ
ンフレットを作成し、PR活動を実施

100,000 円

お問い合わせ先：企画財政課企画係（電話 66-2211）
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○水道メーターの交換にご協力をお願いします
水道のメーターは、計量法により交換が義務づけられており、村では計

画的に各家庭のメーターを交換しています。各家庭の費用負担はありませ

んが、村が指定した工事業者が敷地に立ち入りますので、ご協力をお願い

いたします。

【対象地区】

本城地域の西条上一、西条上二、西条上三、西条中町、聖南町二、

聖南町一、小仁熊下
※対象地区の皆様には、改めて通知させていただきます。

○筑北村上下水道指定工事事業者の指定更新を行いました

（指定期間：平成 27 年４月１日～平成 31 年３月 31 日）
業者名 代表者 住所 電話番号

1 （有）カ ネ タ わ た な べ 渡 辺 武 喜 筑北村坂北３８７７ ０２６３－６６－２５２２

2 シ マ ダ 設 備  （株） 嶋 田 　 勝 麻績村麻１９２１ ０２６３－６７－１０５０

3 （有）清 田 屋 岩 上 利 治 筑北村東条６８１ ０２６３－６６－２９３９

4 宮 澤 工 務 店 宮 澤 　 昇 筑北村坂北１３４６０－１ ０２６３－６６－４０３９

5 （株）ク サ ダ 草 田 研 一 松本市大字島立３８４９－１ ０２６３－４８－５２００

6 （株）水 　 建 太 田 孝 司 松本市大字笹賀７０８５ ０２６３－８６－３３８１

7 （株）関 川 組 関 川 澄 忠 筑北村西条４２６９ ０２６３－６６－２１２１

8 山 田 工 務 店 山 田 博 之 筑北村西条４２１１－１ ０２６３－６６－２４７０

9 筑 北 電 気 商 会 山 崎 　 博 筑北村坂北４４５０ ０２６３－６６－２２２９

10 （株）大 和 ホ ー ム 工 業 各 務 秀 一 松本市双葉１４－１８ ０２６３－２５－７６００

11 吉川建設（株）松本支店 木 下 清 志 松本市村井町北２ー１－７０ ０２６３－５８－３１１５

12 ル ピ ナ 中 部 工 業（株） 柳 澤 健 一 松本市宮渕２－２－３１ ０２６３－３２－５５６８

13 （株）中 部 水 工 小 林 健 二 安曇野市穂高８２９８－１ ０２６３－８２－３２４４

14 （株）徳 永 設 備 徳 永 信 三 松本市島立２１９４ ０２６３－４８－３１１３

15 西 澤 設 備 工 業 西 澤 寛 忠 筑北村坂井２５２４ ０２６３－６７－１１０６

16 若 林 総 建 若 林 健 二 筑北村坂井８８０２ ０２６３－６７－２３９４

17 （株）西 沢 祐 工 務 店 東 城 芳 春 上田市吉田３０６－１３ ０２６８－２６－６５００

18 ライフライン長野（株） 松 橋 幹 生 長野市松岡２－６－１８ ０２６－２５１－１６４０

19 （株）双 　 子 赤 羽 幸 一 松本市大字笹賀２５２５－６ ０２６３－８８－７６１９

20 （株）ピ ュ ア ハ ウ ス 内 山 重 喜 大町市八坂９９７ー１ ０２６１－２６－１１２０

○快適な暮らしと、清らかな流れを
	 	 	 合併浄化槽を設置しましょう！

　（申込・問い合わせ先）　建設課上下水道係　TEL　66-2111

平成 28 年３月までに合併浄化槽の設置希望がある方は、平成 27 年 10 月末までに申し込み

をお願いいたします。
村では村内の集合処理区域外において、合併浄化槽の設置による水洗化を推進しています。設

置については、受益者の方からの分担金、国からの補助金、村費により村が実施いたします。
11 月以降の申請については、国からの補助金の対象とならない場合がありますので、翌年度の
設置とさせていただきます。ご承知をお願いいたします。

◎ 村が行うのは、合併浄化槽本体の設置です。

宅内のトイレ、風呂や流し台の改修、合併浄化槽までの流入管、合併浄化槽からの放流管の

設置は、個人が村の指定業者へ依頼し、それらに係る費用は自己負担となります。

◎ 受益者の方の分担金は、村が行う設置工事費の 30％です。　　　　　　　　　

設置工事費は、各世帯の人員・建物の延床面積（人槽）、車両の乗入れの有無（加重）、かさ上げ・

放流ポンプ必要の有無（こう配）によって違ってきます。村が行う設置工事費が 150 万円で

あった場合、その 30％の 45万円が分担金となります。

◎ 浄化槽法第７条に伴う検査手数料 12,000 円は自己負担です。

設置した浄化槽の使用開始から６ヶ月以内に法定検査が義務づけられており、検査料は自己

負担となります。この検査は設置後、１回のみです。

 ◎ 浄化槽法第 11 条検査と合併浄化槽（本体）の維持管理は村が行います。

毎年の法定検査（適正に汚水が処理されているかの検査）、それに伴う管理・清掃（汚泥の

くみ取り）・修繕業務（ブロワーの交換など）は村が行いますので、個人負担はありません。

○水道料金を滞納すると給水を停止します！
筑北村給水停止処分取扱規程の定めにより、平成 26 年 10 月から各月の水道料金を、納入期

限後 6 ヶ月以上滞納した場合、給水を停止します。この規程は水道料金の滞納を解消するととも
に、皆様の公平な負担による事業経営の健全化を図ることを目的としています。

水道料金は、毎月納め忘れのないよう、口座残高の確認等ご協力をお願いします。
尚、完納が困難な方については、随時分納相談をおこなっておりますので、建設課上下水道係

電話 66-2111 までご連絡ください。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

【
産
業
課
活
動
報
告
】

●
平
成
26
年
度
食
品
加
工
販
売
等

相
談
窓
口
利
用
状
況

平
成
26
年
３
月
に
開
設
し
た
食

品
事
業
に
関
わ
る
デ
ザ
イ
ン
・
事

務
・
企
画
等
の
相
談
窓
口
の
平
成
26

年
度
の
利
用
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
相
談
総
数
２
６
３
件
中
２
５
０

件
（
95
％
）
が
デ
ザ
イ
ン
等
の
相
談
、

10
件
（
４
％
）
が
管
理
事
務
等
の
相

談
、
３
件
（
１
％
）
が
企
画
等
の
相

談
で
し
た
。

●
ラ
ベ
ル
プ
リ
ン
タ
ー
活
用
説
明
会

３
月
10
日
（
坂
井
総
合
支
所
）　

３
月
12
日
（
坂
北
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
）
に
ラ
ベ
ル
プ
リ
ン
タ
ー
活
用

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

こ
れ
ま
で
産
業
課
協
力
隊
が
支
援
し

て
き
た
産
品
や
活
動
発
表
の
展
示
、

合
わ
せ
て
食
品
加
工
販
売
等
相
談
窓

口
の
説
明
も
行
い
ま
し
た
。
今
後
も

農
産
物
や
加
工
品
生
産
者
の
方
々
に

ご
案
内
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

●
食
品
加
工
販
売
等

相
談
窓
口
制
作
例
（
３
月
）

相
談
窓
口
で
は
商
品
デ
ザ
イ
ン
・

管
理
事
務
・
企
画
等
の
ご
相
談
を
随

時
承
っ
て
お
り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先　

筑
北
村
産
業
課 

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

坂
井
・
田
中 

67
―
２
０
０
２

【
ち
く
ほ
く
に
来
て
一
か
月
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
３
月

９
日
に
着
任
し
、
早
く
も
一
か
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
短
い
期
間
の
中

で
驚
く
ほ
ど
多
く
の
方
と
関
わ
り
ま

し
た
。
は
じ
め
は
こ
の
村
に
馴
染
め

る
か
な
？
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
「
ど
う
ぞ
、
お
茶
を

飲
ん
で
い
っ
て
」
と
温
か
く
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
安
心
し
ま

し
た
。
そ
し
て
話
し
て
み
る
と
個
性

豊
か
で
面
白
い
方
ば
か
り
。
様
々
な

生
き
方
を
し
て
い
る
方
の
お
話
が
聞

け
る
の
で
、
全
く
は
じ
め
て
知
る
こ

と
も
あ
り
、
刺
激
を
た
く
さ
ん
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
人
口
は
少
な
い
地

域
で
す
が
、
都
会
に
い
る
と
き
よ
り

も
ず
っ
と
人
と
の
繋
が
り
が
濃
い
。

移
住
し
て
み
て
は
じ
め
て
分
か
っ
た

田
舎
の
良
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

【
坂
北
み
ら
い
宿
】

４
月
か
ら
み
ら
い
宿
の
担
当
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
日
の
会

議
で
は
楽
し
い
、
美
味
し
い
企
画
案

が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
し
た
。
春
な

の
で
山
菜
を
み
ん
な
で
採
り
に
い
っ

て
、
天
ぷ
ら
を
作
る
会
や
、
ふ
れ
あ

い
広
場
に
あ
る
ピ
ザ
窯
で
、
筑
北
の

素
材
を
使
っ
た
ピ
ザ
を
作
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
。
ピ
ザ
は
ま
ず
試
作
を
し
て

み
て
、
み
ん
な
で
ピ
ザ
窯
の
使
い
方

を
研
究
し
て
か
ら
本
格
的
に
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ほ
か
の

地
域
グ
ル
ー
プ
の
イ
ベ
ン
ト
と
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
し
て
み
た
い
と
い

う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

企
画
財
政
課　

大
場
鈴
子

【
筑
北
村
は
く
す
り
の
郷
？
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
筑

北
村
に
住
ん
で
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。

村
の
こ
と
は
随
分
知
っ
て
き
た
気
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
未
知
な
る
も
の

は
ま
だ
ま
だ
あ
っ
て
、
驚
き
や
発
見

が
尽
き
な
い
毎
日
で
す
。

さ
て
、
筑
北
村
に
は
、
そ
の
昔
、

家
伝
薬
（
そ
の
家
に
代
々
伝
え
ら
れ

た
妙
薬
の
こ
と
）
を
作
っ
て
い
た
家

が
多
数
あ
る
こ
と
を
み
な
さ
ん
は
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
先
日
、
坂
北
の

と
あ
る
お
宅
で
、
そ
の
家
に
代
々
伝

え
ら
れ
て
き
た
「
黄
疸
散
」
と
い
う

家
伝
薬
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
か
つ
て
は
、
そ
の
薬
を
求
め
て
、

遠
く
は
北
海
道
か
ら
お
客
さ
ん
が

や
っ
て
来
た
そ
う
で
す
。

こ
の
話
を
き
っ
か
け
に
、
家
伝
薬

や
民
間
薬
に
興
味
を
持
っ
た
私
は
、

地
域
の
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
情
報
を

集
め
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
坂
井

地
域
の
大
野
田
で
は
、
う
こ
ぎ
（
お

こ
ぎ
）
の
葉
を
干
し
て
煎
じ
て
飲
む
、

腎
臓
の
薬
を
作
っ
て
い
た
家
が
あ
っ

た
こ
と
、
ま
た
、
真
田
で
は
、「
ゴ

ム
ソ
ウ
薬
」
と
い
う
名
の
家
伝
薬
を

作
っ
て
売
っ
て
い
た
家
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
た
だ
、
あ
ま
り

に
も
前
の
こ
と
で
、
詳
し
い
こ
と
を

知
っ
て
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
い
ら
っ

し
ゃ
ら
な
い
の
が
残
念
で
し
た
。

サ
ロ
ン
で
は
、
薬
の
話
か
ら
、
身

近
な
野
草
を
使
っ
た
民
間
薬
に
話
題

は
広
が
り
、
昔
は
も
ぐ
さ
（
蓬
）
を

お
灸
に
し
た
（
現
代
で
も
お
馴
染
み

で
す
ね
）、
と
か
、
生
の
蓬
は
血
止

め
に
と
て
も
よ
く
効
い
た
、
と
か
、

火
傷
・
あ
か
ぎ
れ
に
は
味
噌
を
塗
っ

た
、
と
か
、
蜂
・
虫
刺
さ
れ
に
は
蛇

苺
の
焼
酎
漬
け
を
塗
る
と
い
い
、
と

か
、
腫
物
に
は
ド
ク
ダ
ミ
を
焼
い
て

塗
っ
た
、
と
か
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

知
恵
袋
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

様
々
な
薬
が
手
に
入
る
現
代
で
は
、

少
し
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
生
活
か
ら
生
ま
れ
た

知
恵
に
は
「
物
語
」
が
秘
め
ら
れ
て

い
る
感
じ
が
し
て
面
白
い
で
す
。

家
伝
薬
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
情

報
を
集
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
存
知
の
方
は
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ

い
。

企
画
財
政
課　

滝
沢
麻
理

【
で
ん
で
ん
の
活
動
】

本
城
地
域
の
今
後
を
考
え
て
今
で

き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
始

ま
っ
た
で
ん
で
ん
も
、「
こ
う
な
っ

た
ら
い
い
ね
」
と
語
り
始
め
て
か
ら

約
１
年
と
な
り
ま
す
。

昨
年
は
、
気
軽
に
飾
れ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
お

茶
っ
こ
の
場
、
音
楽
を
楽
し
む
場
な

ど
、
色
々
な
「
や
っ
て
み
た
い
」
を

「
で
ん
で
ん
フ
ェ
ス
タ
」
と
い
う
形

で
、
と
く
ら
祭
と
同
時
開
催
で
賑
や

か
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
４
月
26
日
に
は
、
地
元
の

桜
を
楽
し
も
う
と
、「
の
ん
び
り
歩

い
て
桜
め
ぐ
り
」
を
開
催
し
、
村
内

の
方
を
は
じ
め
、
松
本
や
安
曇
野
、

塩
尻
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、
約
30

人
で
賑
や
か
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。「
う
ち
の
花
桃
が
見
頃
だ
か

ら
よ
か
っ
た
ら
寄
っ
て
」
と
声
を
か

け
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
あ
り
、
花
桃

や
新
緑
、
野
花
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
小
仁
熊
ダ
ム
沿
い
な
ど
を
め
ぐ
り

ま
し
た
。
お
昼
に
は
、
ふ
れ
あ
い
広

場
で
ピ
ザ
窯
の
試
作
イ
ベ
ン
ト
を
し

て
い
た
坂
北
み
ら
い
宿
と
も
合
流
し

た
り
、
桜
吹
雪
の
下
、
豚
汁
や
お
に

ぎ
り
を
食
べ
な
が
ら
蓄
音
機
や
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
っ
た
り

も
し
ま
し
た
。
ま
た
、
途
中
、
観
音

寺
の
絵
馬
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
千
頭
の
馬
の
中
に
い
る
一
頭

の
牛
を
見
つ
け
た
人
の
末
世
に
は
幸

せ
が
あ
る
」
と
い
う
言
い
伝
え
に
、

想
像
以
上
に
真
剣
に
探
し
て
い
る
姿

も
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
季
節
に
関
係

な
く
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
歩
く
イ
ベ

ン
ト
を
や
っ
て
ほ
し
い
」「
地
元
の

人
の
詳
し
い
話
が
聞
け
て
よ
か
っ

た
」「
村
民
だ
け
ど
知
ら
な
い
こ
と

も
多
く
て
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
感

想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
身
近
な
自

然
を
楽
し
み
、
歩
き
な
が
ら
色
々
な

お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
て
、
少
し
ず
つ

輪
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

企
画
財
政
課　

高
橋
桃

【
ひ
と
こ
と
欄
】

公
私
を
問
わ
ず
普
段
は
車
で
移
動

し
て
い
ま
す
が
、
最
終
年
度
は
で
き

る
だ
け
歩
き
回
り
、
歩
く
ス
ピ
ー
ド

で
気
づ
く
こ
と
を
写
真
に
収
め
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
田
中
）

突
然
で
す
が
、
結
婚
し
ま
し
た
。

夫
は
登
山
ガ
イ
ド
、
私
は
協
力
隊
と

田
畑
を
、
と
い
う
か
た
ち
で
精
一
杯

村
で
暮
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

（
坂
井
）

先
日
、
長
野
に
行
く
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
、
善
光
寺
を
お
参
り
し
て
き
ま

し
た
。
御
開
帳
記
念
限
定
お
守
り
を

手
に
入
れ
て
ほ
く
ほ
く
と
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
一
人
で
…
。�

（
滝
沢
）

先
日
、
近
隣
地
域
の
協
力
隊
と
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
小
川
村
で
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
互
い
に

PR
で
き
た
ら
と
い
う
こ
と
で
新
し
い

企
画
を
考
案
中
で
す
。�

（
大
場
）

　

雪
が
溶
け
て
現
れ
た
の
は
去
年
植

え
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
葉
っ
ぱ
。
雪

の
下
で
も
枯
れ
な
い
の
で
す
ね
。
強

い
生
命
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　

都
合
に
よ
り
、
５
月
１
日
で
退
任

と
な
り
ま
し
た
。
短
い
間
で
し
た
が

色
々
な
方
に
お
会
い
で
き
た
こ
と
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
（
高
橋
）

そ
ば
処
さ
か
い
チ
ラ
シ
作
成

南
沢
豪
さ
ん
商
品
ラ
ベ
ル
・
ポ
ッ
プ
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Q、肥満の人ほど糖尿病になりやすいのはなぜ？

Q、痩せていても糖尿病になるの？

Q、筑北村はなぜ糖尿病が増えてきているの？

　１年に１回は健診を受けて、自分の血糖値がどんな状況なのかをみてみましょう。治療している方も
健診で血管の状態がわかるので、ぜひ受けましょうね！
　次回は“糖尿病から子どもを守る”です！

A、体重が多い人ほど、余分な内臓脂肪が体の中にあります。
その内臓脂肪から、インスリンの仕事（血糖を下げる）を阻害する物質がたくさん出るんです。
若いうちは阻害されてもインスリンを大量に出して、血糖値を上げないでいられますが、やがてイ
ンスリンは出しつくされて、すい臓が疲れ果ててしまうのです。

A、20 歳頃に痩せていた人や、遺伝のある方はインスリンを出せる力がもともと少ないので、50 歳
～ 60 歳頃になると血糖値が高くなりやすいのです。
でも、それだけでは糖尿病にはならないのですが、糖分の多いものなどを好んで食べていると、
血糖値を下げられずに糖尿病になってしまいます。

A、糖尿病は自分のインスリン分泌能力より、多く食べ物を入れることで血糖値が上がってしまった結
果です。
筑北村の皆さんの糖尿病の原因は様々です。ですが、10 時と３時の間食が習慣的になっている
方が多い傾向です。もしかしたら３回の食事だけで栄養は足りているのかな？

せっかくインスリンを出し
ているのに邪魔されて、悲
しいな！その分目いっぱい
働かなきゃいけないんだよ。

痩せた人の中では、僕はもともと
か弱いんだな！
だからいたわって使ってほしいな！

阻害物質
の分泌

さっき、食事したばっかりなの
に、また胃の中に食べ物が入っ
てきた！
また仕事しないといけないの？ 疲れたョ！

ヘト
ヘト

バタン！

Q、糖尿病ってどんな病気ですか？

自分のからだは自分で守ろう！！
～糖尿病等生活習慣病の予防に健診を受けましょう～

健康
ほっと
情報

　特定健診等で血糖値が高い状態に気づき、治療につながってきている結果ともいえますので、治療
している人が増えたことが、必ずしも悪い状況とばかりとは言えません。
　しかし、全国的にも食生活等が原因で、糖尿病になる方が増え、合併症を起こしている方も増えて
います。
　まずは糖尿病にならないこと、なってしまったら血糖値をコントロールして合併症を起こさないことが
大切です。
　糖尿病が怖いのは、自覚症状がないままにどんどん血管が傷んでいることです。

糖尿病急増！
注意報発令中！！

筑北村では、この５年間で糖尿病の人数が急速に
増えています。（国保の状況ですが、村の状況も
同様と推測できます）

全体に対する糖尿病の
治療人数の割合

H20年

12%

H25年

22%

10％増

人数では 140 人
増えています。

A、すい臓から出る、インスリンというホルモンが不足して血糖値が下がりにくくなった状態を糖尿病と
言います。
病名のように尿に糖が出ることもありますが、尿に糖が出なくても血糖値が高い状態であることも
しばしばあります。
血のつながった方に糖尿病の方がいると、遺伝している可能性も高い病気です。
遺伝のある方は、インスリンを分泌するタイミングが遅れる傾向があるので、40歳～ 50歳ぐらい
の若い段階から、血糖値が高くなりやすいのです。
60歳を過ぎるころから、元気な方もすい臓からのインスリンの分泌量が２/３程に減少するので、
そのころから高血糖状態になる方が多くなります。

僕は肝臓の裏に潜んでいるんだ！
ここから、みんなが食べたり飲んだりしたら、
血糖値が上がり過ぎないように、すぐにインスリンを
出しているんだよ！
でも、僕も年を取ると疲れるんだよね！

僕はすい臓です
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松本広域連合消防職員採用資格試験（上級）

老朽空き家の解体費用への補助制度が始まりました

村
で
進
め
て
い
る
「
薬
草
で
健
康

長
寿
の
村
づ
く
り
」
事
業
の
一
環
と

し
て
、
薬
草
の
種
子
の
配
付
と
栽
培

講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
に
長
野
県
製
薬
株
式
会
社
の

小
谷
宗
司
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
国

内
の
薬
草
栽
培
の
事
情
か
ら
国
の
方

針
等
の
最
新
情
報
、
栽
培
に
係
る
法

規
制
の
ほ
か
、
栽
培
の
留
意
点
に
つ

い
て
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

薬
草
の
栽
培
に
興
味
あ
る
50
名
余

り
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
希
望
す
る
種
子
と
栽
培
テ
キ
ス
ト

を
配
付
し
ま
し
た
。

薬
草
を
そ
れ
ぞ
れ
栽
培
し
て
い
た

だ
き
、
ご
家
庭
で
薬
草
を
食
べ
て
健

康
長
寿
を
目
指
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た
。

村
で
は
本
年
度
上
田
市
菅
平
に
あ

り
ま
す
長
野
県
薬
草
栽
培
試
験
地
で

の
見
学
会
（
７
月
16
日
、
８
月
20
日
、

９
月
29
日
）
や
薬
草
に
親
し
む
イ
ベ

ン
ト
（
６
月
28
日
）、
薬
膳
的
料
理

教
室
（
７
月
５
日
）
な
ど
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
皆
様
に
ご

案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
大
勢
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

薬
草
事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
筑
北
村
産
業
課
（
農
林
係
）

電
話
67
‐
２
０
０
２

空き家情報登録制度（空き家バンク）の利用状況のお知らせ
　空き家情報登録制度（空き家バンク）が、村内の空き家を活用して人口の増加と都市住民との交流を図る
ことを目的に、「空き家を売りたい、貸したい」という所有者の方と「筑北村に住みたい」という方の橋渡し
役としてスタートして３年が経過します。これまで村ホームページで情報発信するほか、東京で行われる移住
相談デスクに参加しＰＲをしてきました。この３年間で空き家バンクへの登録いただいた件数や空き家バンクを
活用していただき村内に移住等された方は、下表のとおりです。
　移住等された方は、それぞれ地域に溶けこみ仕事や趣味に活躍されています。また、移住後に結婚等で家
族が増えた方もいらっしゃいます。
　少子高齢化が進み人口が年々減少している中、村では、これからも多くの方に筑北村の魅力を知っていただ
き、移住、定住していただけるよう情報を発信していきます。皆さんのお近くに活用できそうな空き家がありま
したら、企画財政課企画係（66-2211）までお知らせください。　

空き家バンクの契約状況　（平成 27 年 4 月現在）� 単位：件

契約件数 移住 村内転居 別荘利用 法人利用県外から 県内から 計
平成24年度 5 2 3 5 0 0 0
平成25年度 7 1 3 4 1 2 0
平成26年度 9 0 5 5 1 2 1
合 計 21 3 11 14 2 4 1

村外から移住された方の数（予定も含む）　� 単位：人
県外から 県内から 計

平成24年度 6 2 8
平成25年度 12 5 17
平成26年度 0 12 12
合 計 18 19 37

　建物の適正管理は、本来その所有者に責任において行われるべきものですが、倒壊し道路を通行する住民
に危険が及ぶ可能性のある空き家や衛生上著しく有害となる可能性のある空き家を解体する場合、その費用
の一部を補助する制度が、この４月１日から始まりました。
　※老朽空き家の認定には、村の審査が必要です。
◎補助申請できる方

①空き家の所有者の方	 ②所有者から解体、撤去について委任を受けた方
◎対象となる空き家（次の要件すべてに該当する必要があります。）

①個人所有のもので、住宅の建て替えや空き家
　解体後の土地の売却を目的していないこと。
②公共事業等の補償対象となっていないこと。
③災害等を原因としていないこと。

◎補助金額
解体に係る費用の 1/2　（上限 50 万円）

　空き家を放置した結果、他者に損害を与えた場合は、空き
家の所有者が責任を負わなければなりません。所有する空き
家が危険と判断される方は、企画財政課企画係（66-2211）
までご相談ください。
　また、空き家を所有されている方は、人が住めなくなる前
に空き家バンクへの登録もご検討ください。

■　募集内容
試験区分 採用予定人員 受験資格

上級 消防
若干名

（H28.4）

昭和 62 年４月２日
から平成６年４月１
日までに生まれた人
で、大学卒業程度の
学力を有する人

■　第 1 次試験（教養・適性・体力試験）
⑴　平成 27 年６月 28 日（日）
⑵　場所　教養試験：松本市波田公民館

体力試験：松本市波田体育館
■　受験申込期間

平成 27 年６月 10 日（水）から
６月 14 日（日）まで

※詳細は、下記までお問い合わせください。
松本広域連合事務局総務課

TEL 0263-87-5460

｢臨時福祉給付金｣ や ｢子育て世帯臨時特例給付金｣ の
“振り込め詐欺”などにご注意ください。

※本年度２つの給付金は平成27年９月頃申請開始を予定しております。

　（具体的な申請の方法などが決まり次第、速やかに広報いたします。）

ご自宅や職場に村の職員などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、

迷わず村や警察署に御連絡ください。
問い合わせ先：住民福祉課　ＴＥＬ６６－２１１１

●村の職員などがATM（銀行・コンビニなどの現金自動支払機）の操作をお願いすることは、
絶対にありません。
●ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。
●村の職員などが２つの給付金を支給するために、手数料などの振込を求めることは絶対に
ありません。
●村の職員などが住民の皆様の世帯構成や銀行口座の番号などの個人情報を照会すること
は、絶対にありません。
　（何らかの事務手続き上、必要なものとして文書で定めている場合を除きます。）

!

☎

薬
草
栽
培
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
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麻
績
消
防
署
と
明
科
消
防
署
で
は
、

傷
病
者
へ
の
救
命
効
果
向
上
を
図
る

た
め
、
上
級
救
命
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
大
人
・
小
児
・
乳
児
を
対
象

と
し
た
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼
吸
の
実

技
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
用
方
法
、
出
血
時
の
止
血

法
の
応
急
手
当
な
ど
の
講
習
を
行
い

ま
す
。

■
開
催
日
時

平
成
27
年
７
月
５
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

■
開
催
場
所

麻
績
村
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

２
階
研
修
室

麻
績
村
麻
３
８
３
６

（
麻
績
村
役
場
隣
）

■
定
員
及
び
受
講
料

30
名
・
受
講
料　

無
料

■ 

申
し
込
み
方
法　

麻
績
消
防
署
ま
た
は
明
科
消
防

署
で
直
接
受
講
申
込
書
を
記
入
、

も
し
く
は
電
話
申
し
込
み
。

麻
績
消
防
署 

電
話 

67‐２
９
９
２

明
科
消
防
署 

電
話 

62‐２
９
９
２

■
申
込
締
切

　

平
成
27
年
７
月
２
日
（
木
）

４
月
５
日
（
日
）、
坂
北
体
育
館

で
消
防
団
入
団
式
及
び
辞
令
交
付
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
８
名
の
新
入
団
員
を
迎

え
、
吉
池
新
入
団
員
に
よ
る
宣
誓
が

読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
関

森
副
団
長
を
始
め
新
た
に
役
職
に
付

く
27
名
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
若
林
団
長
及
び
関
川
村

長
よ
り
、
消
防
団
活
動
の
心
構
え
、

取
組
内
容
や
今
後
へ
の
期
待
に
つ
い

て
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

本
年
度
、
団
員
数
２
５
４
名
で
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
人
口

減
少
等
に
よ
る
新
入
団
員
の
確
保
の

難
し
さ
、
地
域
に
則
し
た
車
輛
配
備

等
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
消
防
団
活
動
へ
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

行
政
相
談
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
山
岸　

清
孝
さ
ん
（
本
城
）、

山
﨑　

貞
子
さ
ん
（
坂
北
）
が
引
き

続
き
、
ま
た
新
た
に
宮
下　

誠
一
さ

ん
（
坂
井
）
が
こ
の
度
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

「
行
政
相
談
」
と
は
、皆
さ
ん
か
ら
、

国
の
役
所
や
独
立
行
政
法
人
及
び
特

殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
関
す

る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聴
き
し

て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
も
の

で
す
。
こ
の
身
近
な
窓
口
が
行
政
相

談
委
員
で
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。お

問
い
合
わ
せ
先
：
総
務
課

　
　
　
　
　

電
話
66
―
２
２
１
１

永
い
間
、
住
民
の
皆
様
に
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
し
た
健
康
館
の
プ
ー
ル

を
閉
鎖
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
建
屋
の
構
造
躯
体
の
鉄

骨
部
分
の
腐
食
や
プ
ー
ル
本
体
に
も

ひ
び
割
れ
や
変
形
が
あ
り
、
安
全
な

運
営
が
保
障
で
き
な
い
た
め
で
す
。

こ
れ
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
い
た
多

く
の
皆
様
に
感
謝
し
、
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

村
で
は
、
国
の
「
地
域
活
性
化
・

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付

金
」
事
業
を
活
用
し
、
消
費
拡
大
と

地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
の
生
活
支
援
を
目
的
に
、
筑

北
村
商
工
会
、
筑
北
地
域
内
企
業
、

金
融
機
関
等
と
連
携
し
て
、
筑
北
村

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
別
途
各
戸
配
布

の
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
販
売
価
格
】

１
セ
ッ
ト
１
万
２
，
０
０
０
円
分

の
商
品
券
を
１
万
円
で
販
売

※
１
世
帯
３
セ
ッ
ト
ま
で

【
販
売
対
象
者
】

原
則
と
し
て
、
筑
北
村
在
住
者
及

び
村
内
勤
務
者

【
有
効
期
間
】

平
成
27
年
７
月
10
日
（
金
）
～

平
成
28
年
１
月
10
日
（
日
）

上
級
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

平
成
27
年
度
筑
北
村
消
防
団

入
団
式
・
辞
令
交
付
式

行
政
相
談
委
員
が

総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

健
康
館
プ
ー
ル
を
閉
鎖
し
ま
し
た

筑
北
村
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

発
行
し
ま
す
！

●平成 26 年度の税制改正により、軽自動車税の税率が変更になります。

車種区分 税率（年税額）（円）
27 年度まで 28 年度から

原動機付自転車

50cc 以下 1,000 2,000
90cc 以下 1,200 2,000
125cc 以下 1,600 2,400
ミニカー 2,500 3,700

二輪のもの 2,400 3,600
専ら雪上を走行するもの 2,400 3,600

小型特殊自動車 農耕作業用 1,600 2,400
その他 4,700 5,900

二輪小型 4,000 6,000

車種区分
税率（年税額）（円）

平成 27 年 3 月 31 日
までの登録車

平成 27 年 4 月 1 日
以降の登録車

登録後 13 年超
（経年重課）

三輪のもの 3,100 3,900 4,600

四輪乗用
自家用 7,200 10,800 12,900
営業用 5,500 6,900 8,200

四輪貨物
自家用 4,000 5,000 6,000
営業用 3,000 3,800 4,500

防衛省では、下記の予定で特別職国家公務員「自衛官等」の受付及び試験を実施します。
試 験 種 目 応 募 資 格 受 付 期 間 試 験 日

自衛官候補生
男 子

18 歳以上 27 歳未満

既卒者その他6月～7月上旬
高卒見込者8月～9月上旬 受付時にお知らせします。

女 子 8 月 1 日～ 9 月 8 日
9 月 25 日～ 29 日

（いずれか１日を指定され
ます。）

一般曹候補生 男・女 18 歳以上 27 歳未満 8 月 1 日～ 9 月 8 日
1 次：9 月 18 日・19 日
2 次：10 月 8 日～ 14 日

（いずれか１日を指定され
ます。）

航 空 学 生 男・女 高卒（見込含）21 歳未満 8 月 1 日～ 9 月 8 日
1 次：9 月 23 日
2 次：10 月 17 ～ 22 日
3 次：11月14日～12月17日

防　　衛
大 学 校
学　　生

推　薦 男・女
高卒（見込含）21 歳未満の、成績
優秀かつ生徒会活動等に顕著な実
績を納め、学校長が推薦できる者

9 月 5 日～ 9 月 9 日

総　合
選　抜 男・女 高卒（見込含）21 歳未満の者

　（自衛官は 23 歳未満） 9 月 5 日～ 9 月 9 日 1 次：9 月 26 日
2 次：10 月 31 日・11 月 1 日

一　般
（前期） 男・女 高卒（見込含）21 歳未満の者

　（自衛官は 23 歳未満） 9 月 5 日～ 9 月 30 日 1 次：11 月 7 日・8 日
2 次：12 月 8 日～ 12 日

一　般
（後期） 男・女 高卒（見込含）21 歳未満の者

　（自衛官は 23 歳未満） 28 年1月20 日～1月29日 1 次：28 年 2 月 20 日
2 次：28 年 3 月 11 日

防衛医科大学校
医学科学生 男・女 高卒（見込含）21 歳未満の者 9 月 5 日～ 9 月 30 日 1 次：10 月 31 日・11 月 1 日

2 次：12 月 16 日～ 18 日
防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官コース）
男・女 高卒（見込含）21 歳未満の者 9 月 5 日～ 9 月 30 日 1 次：10 月 17 日

2 次：11月28日・11月29日

平成 27 年度 自衛官等募集案内

お問合せ先：自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」
　　　　　 松本市深志 2-6-5　マルナカ深志ビル 1F　電話：0263-36-2787

軽自動車税の税率改正のお知らせ
●平成 27 年４月１日以後に新規登

録する車両から適用となります。
●平成 27 年３月 31 日までに新規

登録した車両は、登録後 13 年を
超えるまで現行税率のままです。

●初めて車両番号の登録を受けた月
から 13 年を経過した車両は、平
成 28 年度から経年重課の税率が
適用されます。

自動車税・
軽自動車税は、
６月１日（月）

までに
納めましょう

●自動車税に関すること　 長野県松本地方事務所税務課　� （電話 40 － 1906）まで
●軽自動車税に関すること 筑北村総務課総務係� （電話 66 － 2211）まで
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筑
北
村
・
議
会
事
務
局
・
教
育
委
員
会
等 

担
当
者
一
覧

※【　】内は、その課が置かれている場所です。

平成27年4月1日現在

電話番号等一覧
◇坂北総合支所（総務課・企画財政課・村民課・議会事務局・会計室）
　　TEL　66-2211　　FAX　66-3656
◇本城総合支所（住民福祉課・建設課・村民課）　
　　TEL　66-2111　　FAX　66-3370
◇坂井総合支所（産業課・村民課）
　　TEL　67-2002　　FAX　67-3687
◇教育委員会事務局（こども支援課・生涯学習課）　
　　TEL　67-1161　FAX　67-2170　　　
◇公民館　
　　TEL　67-2064　FAX　67-2170
◇筑北ひまわり保育園　　◇坂井保育園
　　TEL　66-2043　　　　TEL　67-2153

◇子育て支援センター
　　TEL　66-2975　　
◇社会就労センター　
　　TEL　66-2322　　
◇国民健康保険診療所　
　　TEL　67-4115
◇差切峡温泉坂北荘
　　TEL　66-2223
◇西条温泉とくら　
　　TEL　66-2114　　
◇草湯温泉冠着荘　
　　TEL　67-2216
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第57号

議
会
３
月
定
例
会

一
般
質
問

当
村
の
Ｐ
Ｒ
手
法

　

沖村　智 議員

質
問　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
、
若

者
定
住
な
ど
様
々
な
問
題
が
山
積
し

て
い
る
が
、
問
題
解
決
の
た
め
に
村

の
Ｐ
Ｒ
が
有
効
で
あ
る
。
村
の
方
針

を
伺
う
。

村
長　

村
で
は
様
々
な
取
組
み
を
実

施
し
て
い
る
が
、
い
か
に
全
庁
体
制

で
臨
め
る
か
、
全
庁
体
制
を
創
り
あ

げ
る
か
が
課
題
で
も
あ
る
。
情
報
の

受
け
手
の
立
場
に
立
っ
て
対
応
す
る
。

質
問　

村
の
Ｐ
Ｒ
を
考
え
た
と
き
に
、

知
名
度
の
向
上
は
重
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
情
報
の
発
信
先
は
村
出
身
者

で
あ
っ
た
り
、
こ
の
村
で
育
っ
た
若

者
に
対
す
る
も
の
が
最
も
有
効
で
あ

る
。
特
に
成
人
式
な
ど
で
村
の
Ｐ

Ｒ-
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布
す
る
こ
と
を
提

案
し
た
い
。

教
育
長　

村
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
供

た
ち
に
故
郷
を
思
い
出
し
て
も
ら
う

取
組
み
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
動

画
は
有
効
だ
と
考
え
る
。
成
人
式
の

良
き
思
い
出
と
な
る
記
念
品
と
し
て

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布
で
き
る
よ
う
前
向
き

に
検
討
し
て
い
る
。

    

ふるさと納税で村をＰＲ！
（お礼の品の仕分け作業の様子）

企
画
財
政
課
の
役
割

質
問　

平
成
27
年
度
に
新
設
さ
れ
る

企
画
財
政
課
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

企
画
財
政
課
の
設
置
は
、
就

任
当
時
か
ら
私
の
目
的
の
一
つ
で
あ

っ
た
。
一
番
の
目
的
は
村
の
計
画
行

政
で
あ
る
。
今
以
上
に
全
体
の
事
業

量
や
財
政
指
標
を
明
確
に
し
な
が
ら

行
政
運
営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

質
問　

そ
の
た
め
に
庁
舎
内
の
目
標

管
理
や
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
重

要
だ
と
感
じ
た
が
如
何
か
。

副
村
長　

行
政
運
営
は
多
面
的
で
あ

る
。
全
て
に
お
い
て
目
標
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

現
在
各
課
で
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業

に
対
す
る
四
半
期
ご
と
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
や
、
年
初
に
あ
た
り
課
ご
と
の
目

標
設
置
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問　

素
晴
ら
し
い
取
組
み
だ
と
感

じ
る
。
目
標
を
設
置
・
管
理
す
る
だ

け
で
終
わ
ら
ず
、
目
標
が
達
成
で
き

る
よ
う
副
村
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
期
待
し
た
い
。

地
方
創
生
へ
の
村
の
取
組
み
方

質
問　

報
道
等
で
地
方
創
生
と
い
う

言
葉
を
頻
繁
に
耳
に
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
内
容
が
見
え
づ
ら
い
が
筑
北

村
で
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で
取
組
む

予
定
な
の
か
伺
う
。

副
村
長　

村
に
は
様
々
な
分
野
で
課

題
や
取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
。
新
し
い
取
組
み
も
大
切

で
あ
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
日
頃
取

組
ん
で
い
る
事
業
に
こ
の
地
方
創
生

を
ど
の
よ
う
に
当
て
は
め
て
実
施
し

て
い
く
か
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
村
の

総
合
計
画
・
実
施
計
画
・
地
区
の
要

望
等
か
ら
該
当
事
業
を
拾
い
出
し
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

質
問　

様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
皆
が
ま
と
ま
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
行
政
に
限
ら
ず
、
住
民
や
議

会
な
ど
村
全
体
で
課
題
解
決
に
向
か

っ
て
活
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
行
政
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
必
要
な
情
報

発
信
を
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

国
道
19
号
、
１
４
３
号
、

４
０
３
号
の
村
へ
の
案
内
看
板中村　弘 議員

質
問　

国
道
19
号
の
明
科
木
戸
橋
交

差
点
に
は
「
千
曲
、
聖
高
原
」
の

看
板
し
か
な
く
、
国
道
１
４
３
号
、

４
０
３
号
に
は
「
本
城
」
と
い
う
看

板
が
あ
る
。
表
記
を
「
筑
北
」
に
直

す
考
え
は
な
い
か
尋
ね
る
。

国道 19 号
明科木戸橋交差点

建
設
課
長　
「
本
城
」
の
表
記
は
、

国
道
１
４
３
号
に
は
、
上
り
下
り
合

わ
せ
て
11
ヶ
所
、
国
道
４
０
３
号
に

は
安
曇
野
市
明
科
山
中
に
１
ヶ
所
。

ま
た
、
県
道
に
は
、
大
町
麻
績
イ
ン

タ
ー
千
曲
線
と
、
長
野
上
田
線
の
千

曲
市
役
所
上
山
田
庁
舎
付
近
の
２
ヶ

所
に
「
坂
井
」
の
表
記
が
、
矢
室
明

科
線
と
会
田
西
条
停
車
場
線
の
松
本

市
四
賀
地
区
の
２
ヶ
所
に
「
本
城
」

の
表
記
が
あ
る
。
な
お
、
国
道
19
号

明
科
の
木
戸
橋
交
差
点
付
近
２
ヶ
所

に
「
千
曲
、
聖
高
原
」、
19
号
山
清

路
付
近
３
ヶ
所
に
「
筑
北
」
の
表
記

が
あ
る
。
管
理
は
長
野
県
で
あ
り
、

変
更
は
可
能
だ
が
、
村
の
費
用
負
担

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
、

村
の
知
名
度
を
上
げ
る
べ
く
、総
務
・

観
光
部
局
と
検
討
し
、
松
本
建
設
事

務
所
と
長
野
県
と
協
議
調
整
を
進
め

て
い
き
た
い
。

数
11
1
1
1

1
1

3

【本城の表記の場所】
国道143号　上り下り合わせて
国道403号　安曇野市明科　山中
県道　矢室明科線
県道　会田西条停車場線　松本市四賀

【坂井の表記の場所】

県道　大町麻績インター千曲線
県道　長野上田線
（それぞれ千曲市役所上山田庁舎付近）

【筑北の表記の場所】
国道19号　山清路付近

質
問　

乱
橋
の
空
き
家
を
村
外
の
方

が
借
り
、
喫
茶
店
を
オ
ー
プ
ン
し
、

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
る
。
本
城
小
へ
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高

等
学
校
誘
致
も
決
定
し
た
。
村
外
の

方
が
道
に
迷
わ
ぬ
よ
う
、
ま
た
、
村

の
知
名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
に「
筑
北
」

の
看
板
の
設
置
を
お
願
い
す
る
。

合
併
10
年
後
の
村
づ
く
り宮島　義次 議員

質
問　

合
併
後
の
10
年
を
、
ど
う
総

括
し
て
い
る
か
尋
ね
る
。

村
長　

成
果
が
十
分
に
出
て
い
る
と

は
思
っ
て
い
な
い
が
、
成
果
が
表
れ

た
も
の
は
３
村
が
一
つ
に
な
り
、
報

酬
や
人
件
費
は
試
算
で
10
億
円
以
上

削
減
さ
れ
て
い
る
。
一
番
の
成
果
は

議
員
・
職
員
が
一
体
と
な
り
、
住
民

を
思
い
職
務
に
励
み
、
大
き
な
問
題

も
な
く
こ
こ
ま
で
来
れ
た
こ
と
だ
。

課
題
は
、
10
年
間
行
っ
て
き
た
中
で
、

一
つ
の
協
議
で
非
常
に
時
間
が
か
か

っ
て
い
る
。
保
育
園
、
学
校
問
題
も

３
分
の
２
は
解
決
し
た
が
、
３
分
の

１
は
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
の

憩
い
の
場
で
あ
る
３
つ
の
温
泉
施
設

の
う
ち
、
と
く
ら
、
冠
着
荘
を
指
定

管
理
に
し
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他

の
件
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
幾
つ
か
課
題
は
あ
る
が
、
一
つ
一

つ
解
決
し
て
い
き
た
い
。　
　
　
　

質
問　

総
括
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら

の
筑
北
村
を
ど
の
よ
う
に
創
っ
て
い

く
か
尋
ね
る
。

村
長　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
を

迎
え
て
い
る
中
で
、
28
年
度
か
ら
の

新
総
合
計
画
を
本
年
度
作
成
す
る
が
、

こ
れ
か
ら
防
災
関
係
に
力
を
入
れ
て

総
合
計
画
や
防
災
計
画
を
作
成
す
る
。

合
併
し
な
か
っ
た
町
村
よ
り
財
源
に

恵
ま
れ
て
い
る
の
で
有
効
的
に
活
用

し
、
若
者
定
住
、
村
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　

教
育
で
は
、
平
成
27
年
度
に
筑
北

村
教
育
等
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

児
童
・
生
徒
の
減
少
に
伴
う
学
習
面

で
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど

を
総
合
的
に
検
討
し
、
こ
れ
か
ら
の

筑
北
村
の
教
育
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
く
。

消
防
団
出
初
式
に
法は
っ
ぴ被
を

質
問　

消
防
団
出
初
式
の
服
装
は
活

動
服
だ
が
、
正
規
の
服
装
で
あ
る
法は

っ
ぴ被

に
改
め
る
考
え
は
な
い
か
尋
ね
る
。
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は
現
状
の
も
の
を
使
っ
て
い
く
こ
と

に
併
せ
、
他
に
も
情
報
手
段
が
あ
る

の
で
、
総
合
的
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

サ
ッ
カ
ー
場
建
設

　

太田　守彦 議員

質
問　

公
約
と
は
い
え
、
合
併
後
で

は
最
大
規
模
の
事
業
だ
け
に
慎
重
な

判
断
が
必
要
で
あ
る
。
維
持
管
理
経

費
の
見
通
し
、
将
来
の
財
政
負
担
な

ど
資
金
面
で
の
判
断
材
料
が
乏
し
い

と
感
じ
る
。

　

ま
ず
、
年
間
の
使
用
料
・
維
持
費

（
人
件
費
は
除
く
）
の
見
込
み
額
を

伺
う
。

生
涯
学
習
課
長　

使
用
料
は
１
時
間

３
千
円
と
し
て
約
２
５
０
万
円
、
維

持
費
は
約
１
５
０
万
円
と
考
え
る
。

質
問　

人
工
芝
に
つ
い
て
、
張
り
替

え
の
時
期
、
費
用
お
よ
び
財
源
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
尋
ね
る
。

生
涯
学
習
課
長　

使
用
頻
度
や
管
理

方
法
に
も
よ
る
が
15
年
後
に
は
張
り

村
長　

合
併
後
に
検
討
さ
れ
た
が
、

活
動
服
を
全
団
員
に
支
給
す
る
こ
と

を
優
先
し
、
出
動
時
の
安
全
対
策
、

施
設
・
装
備
の
充
実
を
行
っ
て
き
た
。

法は
っ
ぴ被
で
の
式
典
参
加
が
望
ま
し
い
が
、

出
初
式
以
外
の
服
装
は
活
動
服
で
の

活
動
が
現
状
で
あ
り
、
今
後
、
消
防

委
員
会
等
で
検
討
し
た
い
。出初式　法被と活動服

非
常
時
の
情
報
通
信
施
設

質
問　

先
日
の
長
時
間
に
わ
た
る
停

電
で
、
村
の
情
報
通
信
施
設
が
機
能

し
な
か
っ
た
。
今
後
の
対
策
と
施
設

の
改
善
策
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

非
常
時
に
お
け
る
職
員

の
参
集
方
法
は
、
自
然
災
害
に
つ
い

て
の
参
集
手
引
を
設
け
て
あ
る
が
、

今
回
の
よ
う
な
停
電
も
あ
る
の
で
、

今
後
、
様
々
な
場
合
で
の
参
集
手
引

を
検
討
し
た
い
。
機
器
類
の
改
善
策

替
え
が
必
要
と
考
え
、
１
億
５
千
万

円
を
見
込
む
。
基
金
を
設
け
て
毎
年

積
み
立
て
る
案
な
ど
計
画
的
対
応
を

検
討
す
る
。

質
問　

本
村
の
よ
う
に
規
模
の
小
さ

な
自
治
体
に
と
っ
て
、
芝
の
張
り
替

え
財
源
は
将
来
的
に
大
き
な
財
政
負

担
と
な
る
。
10
年
後
は
高
齢
化
が
ピ

ー
ク
を
迎
え
、
一
方
で
そ
れ
を
支
え

る
現
役
世
代
の
負
担
は
ま
す
ま
す
重

く
な
る
。
財
政
計
画
の
準
備
に
つ
い

て
伺
う
。

村
長　

超
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ

る
社
会
保
障
財
政
な
ど
環
境
が
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。
村
の
第
２
次
総
合

計
画
に
向
け
、
新
設
の
企
画
財
政
課

で
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り

組
む
。

質
問　

27
年
度
当
初
予
算
を
み
る
限

り
、
前
年
度
予
算
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た

内
容
で
編
成
し
て
い
る
。
こ
の
た
め

歳
出
に
思
い
切
っ
た
メ
ス
が
入
っ
て

い
な
い
と
感
じ
る
。
人
口
減
少
の
中

で
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
合
わ
せ

60
億
円
余
の
予
算
規
模
を
今
後
も
維

持
で
き
る
の
か
伺
う
。

村
長　

一
般
会
計
は
対
前
年
0.8
％
の

減
で
あ
る
。
特
別
会
計
に
も
メ
ス
を

入
れ
、
財
政
健
全
化
を
目
指
す
。

信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
（
聖
南
中
モ
デ
ル
）

質
問　

27
年
度
、
地
域
住
民
を
巻
き

込
ん
で
「
き
さ
さ
げ
応
援
団
」
を
結

成
し
、
生
徒
へ
の
支
援
活
動
を
組
織

的
に
図
る
事
と
な
っ
た
。
教
育
委
員

会
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
か
伺
う
。

教
育
長　

学
校
教
育
目
標
で
あ
る

「
質
実
剛
健
に
し
て
道
を
拓
く
」
を

基
に
、
地
域
の
教
育
力
を
導
入
し
て

学
校
教
育
と
連
携
・
推
進
す
る
こ
と

を
承
認
し
た
。
今
ま
で
「
き
さ
さ
げ

夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
で
地
域
住
民

の
教
え
や
助
け
を
借
り
て
き
た
が
、

応
援
団
と
し
て
立
ち
上
が
り
、
存
続

し
て
い
く
こ
と
を
望
む
。

質
問　

教
職
員
は
異
動
さ
れ
、
地
域

住
民
も
メ
ン
バ
ー
は
変
わ
っ
て
い
く
。

応
援
団
を
地
元
に
根
付
か
せ
る
の
は

教
育
委
員
会
の
役
割
と
考
え
る
が
如

何
か
。

教
育
長　

応
援
団
長
の
位
置
づ
け
は

大
き
く
、
団
員
の
皆
様
も
含
め
教
育

委
員
会
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
進
め

て
い
く
。

質
問　

永
続
性
と
い
う
点
か
ら
有
償

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
検
討
を
要
望
す

る
。

きささげ応援団の顔合わせ

地
方
創
生
に
つ
い
て

山崎　広道 議員

質
問　

地
方
創
生
に
関
す
る
首
長
ア

ン
ケ
ー
ト
が
信
濃
毎
日
新
聞
で
実
施

さ
れ
た
。
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
、

県
内
77
市
町
村
の
う
ち
、
９
市
町
村

が
「
大
い
に
評
価
す
る
」、
60
市
町

村
が
「
あ
る
程
度
評
価
で
き
る
」
と

の
結
果
だ
っ
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
対
す
る
村
長
の
思
い
と
、
村
の
計

画
を
尋
ね
る
。

村
長　

私
は
、「
あ
る
程
度
評
価
で

き
る
」
と
回
答
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

地
方
が
元
気
に
な
る
よ
う
、
各
自
治

体
が
そ
れ
ぞ
れ
研
究
し
て
実
施
し
た

い
事
業
を
計
画
し
、
各
年
度
ハ
ー
ド

事
業
と
ソ
フ
ト
事
業
を
実
施
す
る
。

質
問　

地
方
創
生
の
緊
急
的
取
組
み

の
実
施
と
し
て
、
平
成
26
年
度
補
正

予
算
計
上
の
交
付
金
額
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

現
在
、
国
に
申
請
中

で
、
ま
だ
交
付
決
定
さ
れ
て
い
な
い

が
、「
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
」

が
約
１
、３
０
０
万
円
、「
地
方
創
生

先
行
型
」
が
約
３
、４
０
０
万
円
で
、

こ
の
範
囲
内
で
交
付
決
定
さ
れ
る
予

定
。
事
業
は
、「
地
域
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
型
」
で
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
販
売
を
商
工
会
へ
委
託
す
る
。

「
地
方
創
生
先
行
型
」
で
は
移
住
促

進
や
Ｐ
Ｒ
看
板
の
設
置
、
ウ
ェ
ル
ネ

ス
高
校
関
連
の
「
み
ん
な
の
学
び
舎

創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
学
び
の
拠

点
事
業
、
図
書
館
の
設
計
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。

質
問　

地
方
創
生
に
向
け
た
総
合
戦

略
の
策
定
の
進
め
方
と
平
成
27
年
度

予
算
に
関
連
す
る
事
業
形
状
を
尋
ね

る
。

総
務
課
長　

戦
略
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
幅
広
い
年
齢
層
の
住
民
の

方
、
産
業
界
、
行
政
機
関
、
教
育
機

関
、
金
融
機
関
、
労
働
機
関
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
等
で
構
成
す
る
推
進
組
織

で
、
方
向
性
や
具
体
的
な
案
に
つ
い

て
審
議
・
検
討
し
、
広
く
意
見
を
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
地
方
創
生

推
進
室
の
手
引
き
に
も
記
載
さ
れ
て

お
り
、
本
村
で
も
平
成
27
年
度
に
推

進
組
織
を
立
ち
上
げ
、
秋
ま
で
に
は

総
合
戦
略
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

先
行
型
事
業
は
３
月
補
正
予
算
の

計
上
で
、
27
年
度
へ
の
繰
越
事
業
で

あ
る
。
今
後
、
こ
の
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
も
時
期
の
検
討
を
し
て
い
く
。

質
問　

地
方
創
生
を
実
施
す
る
に
当

た
り
、
村
総
合
計
画
や
、
主
要
事
業

へ
の
位
置
付
け
の
整
合
性
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

総
合
戦
略
の
趣
旨
は
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、

地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
や
、

地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
の
創
出
、

ま
た
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ

と
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

　

総
合
計
画
で
も
「
人
口
増
加
対

策
」、「
出
産
・
育
児
支
援
の
充
実
」

な
ど
が
謳う

た

わ
れ
て
お
り
、
総
合
戦
略

の
た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
や
各
指
標
の

目
標
値
の
設
定
な
ど
も
行
い
、
総
合

計
画
、
主
要
事
業
と
の
整
合
を
図
る
。

村
長
の
政
治
姿
勢

小山　正博 議員

質
問　

合
併
後
10
年
、
長
年
議
員
と

し
て
村
政
に
関
わ
り
、
そ
し
て
３
代

目
の
村
長
と
し
て
約
１
年
半
が
経
過

し
た
。「
筑
北
村
は
ひ
と
つ
」
を
公

約
に
掲
げ
、
住
民
の
安
全
・
安
心
な

村
づ
く
り
へ
の
自
己
評
価
を
尋
ね
る
。

村
長　
「
筑
北
村
は
ひ
と
つ
」
を
掲

げ
、
６
つ
の
公
約
に
て
村
政
運
営
を

し
て
い
る
。

①
安
定
し
た
水
源
確
保
。
栃
平
水

源
周
辺
の
森
林
が
荒
廃
し
、
野
生

動
物
の
住
家
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

森
林
整
備
を
昨
年
12
月
に
実
施
し

た
。

②
荒
れ
た
農
地
対
策
。
荒
廃
地
が

年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
皆
様
の

協
力
で
昨
年
よ
り
約
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
減
少
で
き
た
。

③
若
者
定
住
対
策
。
26
年
度
４
月
よ

り
保
育
料
の
無
料
化
を
実
施
し
た
。

④
住
民
福
祉
対
策
。
国
土
強
靭
化
と

防
災
・
減
災
害
事
業
は
、
県
内
で
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も
豪
雨
災
害
・
地
震
等
が
身
近
で

発
生
し
て
お
り
、
当
村
で
も
土
石

流
・
地
滑
り
の
調
査
結
果
を
待
っ

て
、
そ
の
対
策
を
最
優
先
の
課
題

と
し
て
検
討
し
た
い
。

質
問　

村
長
の
政
治
姿
勢
と
し
て
、

「
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
き
、
３
地

域
に
平
等
な
行
政
運
営
を
し
た
い
」

と
の
こ
と
だ
が
、「
坂
井
地
域
再
熱

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
し
て
、

「
諦
め
ム
ー
ド
が
漂
い
、
こ
の
ま
ま

取
り
残
さ
れ
る
感
あ
り
」
と
の
意
見

集
約
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
村

長
の
見
解
を
尋
ね
る
。

村
長　

坂
井
地
域
は
、
麻
績
村
を
経

由
し
な
い
と
本
城
・
坂
北
へ
行
け
な

い
地
理
的
条
件
が
あ
る
。
私
は
、
平

等
と
言
う
こ
と
を
一
日
も
忘
れ
た
こ

と
は
な
い
。
ま
だ
任
期
は
半
分
以
上

あ
る
の
で
十
分
働
き
た
い
。
庁
舎
が

本
城
地
域
と
な
る
が
、
不
便
を
か
け

な
い
行
政
運
営
に
努
め
た
い
。

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
計
画

質
問　

日
程
・
費
用
が
具
体
的
と
な

り
大
型
事
業
で
も
あ
り
、
目
的
・
効

果
・
財
源
等
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

利
用
頻
度
の
少
な
い
体
育
施

設
の
有
効
活
用
を
図
り
、
村
民
の
福

利
厚
生
や
健
康
、
防
災
の
拠
点
、
さ

ら
に
地
域
活
性
化
を
含
め
た
施
設
と

し
た
い
。
大
会
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
筑
北
村
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
な

り
地
域
の
情
報
発
信
源
と
な
る
。
財

源
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
補
助
金
を
活

用
し
た
い
。

新
教
育
委
員
会
制
度
へ
の
対
応

質
問　

４
月
施
行
の
教
育
委
員
会
制

度
は
、
首
長
の
権
限
が
反
映
さ
れ
る

内
容
で
あ
る
。
首
長
か
ら
の
独
立
性
、

中
立
性
を
ど
う
担
保
す
る
か
尋
ね
る
。

村
長　

今
回
の
改
正
は
、
教
育
の
中

立
性
、
継
続
性
、
安
定
性
を
確
保
し

つ
つ
、
教
育
行
政
の
責
任
の
明
確
化
、

首
長
と
教
育
委
員
会
と
の
連
帯
強
化
、

国
の
関
与
の
見
直
し
等
、
を
行
う
こ

と
で
あ
る
。
教
育
の
政
治
的
中
立
性
、

継
続
性
、
安
定
性
は
尊
重
し
た
い
。

質
問　

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
・
新
教
育

委
員
会
制
度
・
庁
舎
統
合
に
し
て
も

節
目
の
大
事
業
で
あ
る
。
住
民
へ
の

説
明
責
任
を
尋
ね
る
。

村
長　

今
、
こ
こ
で
決
め
て
、
こ
う

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
住
民
も
あ

る
程
度
理
解
し
て
い
る
と
承
知
し
て

い
る
。

質
問　

住
民
の
出
席
が
見
込
め
な
い

か
ら
、
説
明
会
を
開
催
し
な
い
の
は
、

行
政
の
努
力
不
足
と
考
え
る
が
如
何

か
。

村
長　

そ
う
い
う
意
見
が
た
く
さ
ん

あ
れ
ば
、
新
年
度
で
検
討
し
た
い
。

筑
北
村
行
政
改
革

大
綱
集
中
プ
ラ
ン

　

山田　寿 議員

質
問　

26
年
度
で
終
期
を
迎
え
る
行

革
プ
ラ
ン
の
実
績
効
果
と
、
今
後
の

推
進
の
方
法
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

プ
ラ
ン
の
内
容
は
、
事
務
事

業
の
見
直
し
、
組
織
・
機
構
の
見
直

し
、
職
員
管
理
、
給
与
手
当
の
適
正

化
、
公
共
施
設
の
適
正
管
理
、
村
民

と
の
協
働
体
制
推
進
の
６
項
目
で
あ

る
。
成
果
に
つ
い
て
、
現
在
、
検
証

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
課
題
と
し
て

は
、
庁
舎
統
合
に
よ
る
最
適
化
と
か
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定

し
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
し

た
い
が
、
村
民
と
の
話
し
合
い
が
大

事
で
あ
る
。

質
問　

改
革
推
進
の
た
め
の
組
織
が

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実
働
の
実
態

を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

最
初
は
、
課
長
補
佐
、

係
長
中
心
の
策
定
チ
ー
ム
で
検
証
し
、

そ
の
後
、
推
進
委
員
で
検
討
す
る
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

質
問　

退
職
職
員
の
多
く
の
人
は
即

戦
的
な
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て

坂井地域ビジョンづくりの様子

い
る
。
職
員
定
数
削
減
の
枠
の
中
で

再
任
を
す
る
考
え
が
あ
る
か
ど
う
か

尋
ね
る
。

村
長　

現
在
、
定
員
適
正
化
計
画
の

数
を
満
た
し
て
い
る
。
年
金
と
雇
用

の
空
白
、
経
験
知
識
の
豊
か
さ
を
勘

案
し
、
他
の
地
方
自
治
体
で
も
再
任

用
の
動
き
が
始
ま
っ
た
。
条
例
も
あ

る
の
で
、
今
後
、
検
討
し
た
い
。

新
年
度
予
算
の
編
成
方
針

質
問　

村
長
公
約
と
総
合
計
画
の
実

現
と
関
連
さ
せ
て
、
新
年
度
予
算
の

編
成
方
針
を
尋
ね
る
。

村
長　

収
入
確
保
を
精
査
し
、
行
財

政
改
革
の
推
進
、
健
全
財
政
構
造
の

改
善
に
鋭
意
し
、
人
口
減
ス
ト
ッ
プ
、

人
口
増
対
策
の
諸
施
策
、「
筑
北
村

は
ひ
と
つ
」
を
醸
成
し
て
い
く
た
め
、

地
域
に
偏
り
の
な
い
行
政
運
営
を
進

め
る
。

質
問　

新
図
書
館
の
構
想
を
伺
う
。

教
育
長　

あ
り
方
に
つ
い
て
、
多
方

面
の
方
々
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
近

未
来
的
・
都
市
型
図
書
館
を
目
指
し

た
い
。
図
書
館
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

村
民
の
声
も
取
り
入
れ
た
い
。

村
営
住
宅
の
管
理

質
問　

有
償
な
の
で
、
修
繕
は
原
則

村
負
担
だ
と
考
え
る
。
住
宅
状
況
に

つ
い
て
は
定
期
の
調
査
が
必
要
と
考

え
る
が
如
何
か
。

建
設
課
長　

消
耗
品
の
交
換
と
か
、

入
居
者
の
責
に
よ
る
破
損
は
借
主
負

担
で
あ
る
。
主
要
構
造
部
や
、
村
設

置
の
給
湯
器
、
流
し
台
の
修
繕
は
村

負
担
で
あ
る
。
修
繕
の
契
機
は
、
入

居
者
か
ら
の
申
し
出
に
よ
っ
て
い
る

が
、
退
去
時
に
双
方
で
確
認
し
て
、

修
繕
の
負
担
を
決
め
て
い
る
場
合
も

あ
る
。

子
育
て
支
援
の
方
向
と若

者
定
住

　

鎌田　欣子 議員

質
問　

若
者
定
住
の
た
め
の
住
宅
整

備
と
、
こ
れ
か
ら
の
施
策
は
あ
る
の

か
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

現
在
、
村
に
は
公
営
住

宅
と
村
営
住
宅
他
で
１
０
４
戸
あ
り
、

空
き
状
況
は
19
戸
で
あ
る
（
３
月
17

日
現
在
）。
空
き
戸
数
が
増
え
る
の

は
人
口
減
に
つ
な
が
る
が
、
住
宅
入

居
条
件
の
緩
和
は
、
法
令
を
曲
げ
る

要
因
と
な
る
の
で
難
し
い
。
し
か
し
、

人
口
増
に
つ
な
が
る
な
ら
、
移
管
替

え
等
の
手
続
き
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ

て
の
筑
北
村
の
情
報
発
信
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

質
問　

古
い
住
宅
が
多
い
の
で
は
な

い
か
？
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を
す
る

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
施
策
は
如
何

か
。

村
長　

住
宅
メ
ー
カ
ー
の
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
て
の
住
宅
建
設
。
ま
た
、
建

て
た
い
人
を
募
集
し
て
、
入
居
者
に

レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
て
い
た
だ
き
、

村
で
建
て
、（
坪
数
・
予
算
を
予
め

決
め
た
上
で
）
最
終
的
に
は
自
分
の

家
に
な
る
と
い
う
も
の
も
考
え
て
い

き
た
い
。

質
問　

小
学
校
・
中
学
校
の
給
食
費

無
料
化
へ
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
必

要
と
い
う
考
え
も
あ
る
が
、
食
べ
る

も
の
は
個
人
負
担
で
あ
る
べ
き
。
財

政
面
等
も
踏
ま
え
て
慎
重
に
検
討
し

た
い
。　

27
年
度
は
、
放
課
後
児
童
施
設
の
時

間
延
長「
午
後
５
時
半
ま
で
は
無
料
」

を
子
育
て
支
援
施
策
と
し
た
い
。

筑
北
村
の
知
名
度
を
上
げ
る

た
め
に
な
に
が
必
要
か
？

質
問　
　

筑
北
村
の
知
名
度
を
上
げ

る
た
め
の
施
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
尋
ね
る
。

村
長　

西
条
駅
と
冠
着
駅
に
26
年
度

予
算
で
看
板
を
立
て
る
予
定
で
、
現

在
作
成
中
で
あ
る
。
麻
績
駅
が
聖
高

原
駅
に
な
り
、
豊
科
イ
ン
タ
ー
が
安

曇
野
イ
ン
タ
ー
に
改
定
さ
れ
た
よ
う

に
、「
西
条
駅
」
が
「
筑
北
駅
」
と

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｒ
に
尽

く
し
て
い
き
た
い
。

西条駅駐車場に設置された看板
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Ｊ
Ｒ
駐
車
場
の
有
効
利
用

質
問　

西
条
駅
の
有
料
駐
車
場
の
中

に
無
料
の
駐
車
場
を
10
台
～
20
台
分

設
置
で
き
な
い
か
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

西
条
駅
は
５
台
分
が
離

れ
た
位
置
に
あ
り
、
一
時
利
用
区
画

と
変
更
し
て
い
く
予
定
で
、
こ
れ
か

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

駅名 台数 うち
無料台数

駐車代
（円／月）

西条 66 離れて 5 2,200

坂北 55 13 1,300

聖高原 35 35 0

冠着 30 25 500

竹
之
下
団
地
の
現
況
と
今
後
の
計
画

横山　敬 議員

質
問　

竹
之
下
団
地
の
現
況
と
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長　

鉄
ミ
ョ
ウ
バ
ン
の
除
去

は
完
了
し
て
お
り
20
区
画
中
12
区
画

が
売
却
済
で
あ
る
。
今
後
は
、
Ｊ
Ｒ

側
に
向
け
て
、「
分
譲
中
」
の
看
板

を
設
置
し
、
販
売
促
進
の
た
め
の
周

知
を
図
り
た
い
。
又
、
住
宅
メ
ー
カ

ー
の
提
案
を
い
た
だ
く
よ
う
な
働
き

か
け
も
今
後
考
え
て
い
る
。

村
道
の
舗
装

質
問　

村
道
及
び
村
で
管
理
し
て
い

る
道
路
の
舗
装
修
繕
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
課
長　

村
道
等
、
村
で
管
理
し

て
い
る
道
路
の
舗
装
修
繕
等
に
つ
い

て
は
、
住
民
の
方
か
ら
の
連
絡
と
、

職
員
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
路
面

状
況
を
調
査
し
、
現
場
で
写
真
を
撮

っ
て
確
認
し
て
い
る
。
部
分
的
に
舗

装
が
は
が
れ
て
い
る
軽
微
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
職
員
で
修
繕
を
し
て
い

る
。
路
線
全
体
の
舗
装
に
損
傷
が
あ

る
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
状
況
に

応
じ
て
工
法
を
検
討
し
な
が
ら
実
施

し
て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　

佐藤　文男 議員

質
問　

今
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
る
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要
を
伺
う
。

総
務
課
長　

来
年
１
月
よ
り
利
用
さ

れ
る
も
の
で
、
10
月
に
は
住
民
登
録

し
て
い
る
方
全
員
に
、
12
桁
の
番
号

が
通
知
さ
れ
る
。
複
数
の
機
関
で
存

在
す
る
個
人
の
情
報
を
、
同
一
人
の

情
報
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
行
な
う

為
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
１
つ
で
あ
り
、

効
率
性
・
透
明
性
な
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。
事
務
の
効
率
化
も

期
待
さ
れ
て
い
る
。

質
問　

導
入
へ
の
課
題
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

該
当
す
る
事
務
作
業
は

ど
こ
ま
で
が
対
象
に
な
る
か
、
現
在

条
例
等
の
洗
い
出
し
中
で
あ
る
。
制

度
の
周
知
も
村
と
し
て
行
な
う
こ
と

や
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
等
が
あ
る
。

質
問　

導
入
準
備
状
況
を
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

適
用
業
務
に
つ
い

て
は
洗
い
出
し
中
。
番
号
が
住
民
に

通
知
さ
れ
る
前
に
、
文
書
等
で
早
め

に
周
知
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

松
く
い
虫
の
樹
幹
注
入
補
助

質
問　

被
害
が
だ
ん
だ
ん
平
地
に
広

が
っ
て
来
て
、
庭
木
や
神
社
・
寺
等

の
予
防
が
必
要
で
あ
る
。
周
辺
の
市

町
村
で
実
施
し
て
い
る
樹
幹
注
入
の

補
助
に
つ
い
て
、
村
の
考
え
を
尋
ね

る
。

産
業
課
長　

現
在
は
実
施
し
て
い
な

い
。
庭
木
や
お
墓
の
被
害
木
に
つ
い

て
は
、
所
有
者
等
の
申
請
が
あ
れ
ば
、

伐
採
を
行
っ
て
い
る
。
松
く
い
虫
の

被
害
木
処
理
の
要
綱
を
見
直
し
、
個

人
負
担
を
い
た
だ
く
形
で
検
討
す
る
。

質
問　

業
者
に
よ
る
講
習
会
や
実
演

の
機
会
等
、
周
知
の
考
え
を
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

講
師
等
、
県
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
実
施
の
方
向
で
進
め
る
。

樹幹注入の様子

と
く
ら
周
辺
の
樹
種
転
換
事
業

質
問　

松
く
い
虫
関
係
で
、
樹
種
転

換
事
業
が
模
索
さ
れ
て
い
る
が
、　

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

面
積
は
約
51
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
赤
松
処
理
と
樹
種
転
換
を
し
、

森
林
を
健
全
な
状
況
に
戻
す
等
の
事

業
を
５
年
間
で
実
施
す
る
計
画
。
と

く
ら
地
区
森
林
整
備
協
議
会
を
設
立

し
、
会
が
中
心
に
な
り
進
め
る
。

質
問　

事
業
費
の
試
算
と
、
個
人
負

担
の
見
込
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

こ
れ
か
ら
現
地
調
査
を

し
て
費
用
算
出
し
、
個
人
負
担
も
理

解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

質
問　

後
利
用
と
し
て
、
遊
歩
道
を

作
り
花
木
も
植
え
、
観
光
面
や
村
の

知
名
度
Ｕ
Ｐ
等
の
考
え
を
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

協
議
会
の
中
で
、
皆
さ

ん
の
同
意
を
得
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化

質
問　

住
民
の
一
部
に
テ
レ
ビ
の
チ

ャ
ン
ネ
ル
は
ど
う
な
る
の
か
等
の
声

が
あ
る
。
今
回
は
文
字
放
送
、
告
知

放
送
の
変
更
は
あ
る
の
か
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

変
更
点
に
つ
い
て
は
、

周
知
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
は
、
11
と
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
変

更
と
な
る
。
画
像
が
鮮
明
に
な
る
の

が
大
き
な
変
更
点
で
あ
る
。

差
切
峡
温
泉
施
設
坂
北
荘
の
運
営

待井　安登 議員

質
問　

平
成
23
年
度
に
業
態
変
更
さ

れ
た
が
、
年
々
使
用
料
収
入
は
伸
び

て
い
る
。
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

村
長　

売
上
、
利
用
者
数
と
も
伸

び
て
お
り
、
使
用
料
収
入
は
平

成
25
年
度
は
対
前
年
16
％
増
の

約
１
１
０
０
万
円
、
26
年
度
は

１
２
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

又
一
般
会
計
繰
入
金
は
業
態
変
更
前

と
比
較
し
20
％
以
上
減
額
と
な
っ
て

い
る
。

　

一
方
課
題
も
あ
り
、
現
体
制
を
続

け
る
に
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員
、

パ
ー
ト
職
員
の
雇
用
対
応
な
ど
を
考

え
て
い
き
た
い
。
施
設
経
過
年
数
、

利
用
者
の
声
を
ふ
ま
え
、
公
共
施
設

等
の
総
合
管
理
計
画
等
で
位
置
づ
け

て
い
き
た
い
。

質
問　

厨
房
の
利
用
時
間
が
社
会
福

祉
協
議
会
と
重
な
っ
て
い
る
。
他
施

設
の
厨
房
の
利
用
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

村
長　

施
設
統
合
の
中
で
、
厨
房
の

あ
る
部
屋
も
あ
り
、
行
政
だ
け
で
な

く
社
協
と
協
力
し
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

質
問　

利
用
客
か
ら
の
要
望
に
対
応

す
る
た
め
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

機
械
設
備
の
老
朽
化
も
含
め

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
と
協
議
、
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
「
坂
北
荘
を
無
く
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ

ん
、
地
域
の
方
々
の
思
い
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
利
用
者
の
要
望
に
応

え
ら
れ
る
施
設
と
し
て
、
と
も
ど
も

検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

桜が満開の坂北荘

議　会　日　誌
3月
6～17日
18日
19日
22日
24日
25日
26日

3 月定例会
坂井小学校卒業式
筑北中学校・聖南中学校卒業式
本城小学校・坂北小学校PTA解散式
東筑摩郡村議会議長会総会
筑北ひまわり保育園・坂井保育園卒園式
筑北中学校送別会

4月
3日
6日
7日
17日
23日
24日
24日
29日

坂井小学校・聖南中学校・筑北中学校入学式
筑北ひまわり保育園・坂井保育園入園式
筑北小学校開校式・入学式
坂井小学校歓迎会
本城地域慰霊祭
坂北地域慰霊祭
筑北小学校・筑北中学校歓迎会
聖南中歓迎会

5月
1日
8日

筑北村商工会通常総会
坂井地域慰霊祭

筑北村が管理するＪＲ各駅の駐車場
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（別紙）　　　　　　　　　平成 27年３月定例会審議内容
件　　　　　　　　　　　名 議決の結果

条
例
・
規
約
等

長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び規約の変更 原案可決
全員賛成

平成 26 年度学校施設環境改善交付金事業屋内運動場３校（坂北・坂井・聖南）
非構造部材耐震化工事変更請負契約 〃

筑北村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 〃
筑北村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例 〃

筑北村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に
係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例 〃

筑北村地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例 〃

筑北村課設置条例の一部を改正する条例 〃

筑北村行政手続条例の一部を改正する条例 〃

筑北村営バス設置条例の一部を改正する条例 〃

筑北村職員定数条例の一部を改正する条例 〃
筑北村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例 〃

筑北村特別職の職員で常勤のもの等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正
する条例 〃

筑北村福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例 〃

筑北村坂井児童館の設置及び管理運営に関する条例の一部を改正する条例 〃
筑北村子育て支援センターの設置及び管理運営に関する条例の一部を改正する
条例 〃

筑北村健康館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 〃

筑北村介護保険条例の一部を改正する条例 〃
筑北村指定地域密着型介護サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例 〃

筑北村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指
定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

〃

筑北村教育委員会教育長の勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改
正する条例 〃

筑北村立学校設置条例の一部を改正する条例 〃

筑北村議会委員会条例の一部を改正する条例 〃

予
算

平成 26 年度筑北村一般会計補正予算（第 7 号）
　ほか　特別会計補正予算 12 件 〃

平成 27 年度筑北村一般会計予算
　ほか　特別会計予算　12 件 〃

陳
情

請
願

戦没者御遺骨帰還に関する法律制定に賛成する意見書提出を求める陳情 採　　択
集団的自衛権容認の閣議決定に基づく法整備等を行わないよう関係機関に意見
書を提出することを求める請願 継続審査

意
見
書

戦没者御遺骨帰還に関する法律制定に賛成する意見書　
　＊関係機関へ意見書の送付を行いました。

筑北村
公民館報

平成27年5月15日発行

〒399-7711
長野県東筑摩郡筑北村坂井 5711-1
電話　0263-67-1161
FAX　0263-67-2170
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp
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筑
北
小
学
校
開
校
へ
の
思
い

小
と
い
う
土
台
を
元
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
両
校
の
重
み
は
、
筑
北
小
学
校

の
中
で
も
感
じ
取
っ
て
い
け
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

両
校
の
閉
校
記
念
誌
作
成
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
校
歌
を
大

事
に
し
て
い
る
こ
と
を
常
々
感
じ
て

い
ま
し
た
。
校
歌
は
是
非
と
も
残
し

て
お
き
た
い
も

の
と
し
て
、
両

校
の
校
歌
の
額

を
玄
関
に
並
べ

て
飾
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

向
か
い
に
は
校
名
札
を
飾
っ
て
あ

り
ま
す
。
両
校
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
筑
北
小

学
校
で
す
。
こ
れ
か
ら
新
し
い
伝
統

を
一
つ
一
つ
付
け
加
え
て
い
き
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

統
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 　鳥海　

康

大
空
の
よ
う
な
未
来
に
向
か
っ
て
手

を
広
げ
て
い
る
筑
北
小
学
校
の
校
章

の
よ
う
に
、「
な
か
ま
」
と
が
っ
ち

り
手
を
組
ん
で
、気
持
ち
の
い
い「
あ

せ
」
を
い
っ
ぱ
い
か
き
な
が
ら
様
々

な
こ
と
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
ピ

カ
ピ
カ
に
「
か
が
や
く
」
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

最
後
に
、
筑
北
小
学
校
開
校
と
同

時
に
、
本
城
小
学
校
と
坂
北
小
学
校
の

あ
お
ぞ
ら
学
級
が
「
お
ひ
さ
ま
」
学

級
と
し
て
、
本
城
小
学
校
の
ひ
ま
わ
り

学
級
と
坂
北
小
学
校
の
ア
ル
プ
ス
学

級
が
「
そ
よ
か
ぜ
」
学
級
と
し
て
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
ち
ら
の
学
級
へ
の
ご
支
援
も
あ
わ

せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

筑
北
村
立
筑
北
小
学
校
長 　

田
中　

公
男

本
城
小
学
校
と
坂
北
小
学
校
の
伝

統
を
ど
の
よ
う
に
筑
北
小
学
校
で
い

か
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
こ
れ
は
開

校
準
備
の
中
で
大
き
な
課
題
で
し
た
。

筑
北
小
学
校
は
全
く
新
し
い
学
校

と
な
り
ま
し
た
が
、
本
城
小
と
坂
北

　
こ
の
筑
北
小
学
校
の
開
校
は
、
昨

年
度
を
も
っ
て
学
校
の
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
た
本
城

小
学
校
、
坂
北

小
学
校
か
ら
巣

立
っ
た
１
０
９

人
の
子
ど
も
た

ち
が
、中
は
真
っ

白
な
ぴ
か
ぴ
か
の
新
し
い
ノ
ー
ト
に

た
く
さ
ん
の
楽
し
い
出
来
事
、
思
い

出
を
書
き
込
ん
で
い
く
歴
史
の
始
ま

り
で
す
。

例
え
れ
ば
、
赤
の
光
と
緑
の
光
が

混
じ
り
合
う
と
更
に
明
る
い
新
し
い

黄
色
の
光
が
輝
く
よ
う
に
、
新
し
い

学
校
で
新
た
に
輝
く
色
、
伝
統
が
生

ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

筑
北
小
学
校
の
合
い
言
葉
は
「
あ

せ
」「
な
か
ま
」「
か
が
や
き
」
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
「
筑
」
の
字
と

「
北
」
の
字
が
が
っ
ち
り
握
手
を
し

て
い
る
、
ま
た
村
の
花
の
ツ
ツ
ジ
が

４
月
７
日
（
火
）
に
、
旧
本
城
小

学
校
と
旧
坂
北
小
学
校
が
統
合
し
て

筑
北
村
立
筑
北
小
学
校
が
産
声
を
あ

げ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
こ
の
筑
北
小
学
校
の
開

校
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
、
旧

本
城
小
学
校
、
旧
坂
北
小
学
校
両
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
関
係
者
の
皆
様
、

ま
た
、
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
地
域
の
皆
様
に
改
め
て
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
筑
北
小
学
校
教
職
員
一
同
、

こ
の
新
し
い
学
校
で
、
本
城
小
学
校

と
坂
北
小
学
校
、
両
校
閉
校
の
淋
し

さ
を
乗
り
越
え
、
子
ど
も
た
ち
と
共

に
前
を
見
据
え
、
筑
北
小
学
校
の
新

た
な
校
風
と
歴
史
を
創
っ
て
い
く
こ

と
が
こ
れ
ま
で
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
に
報
い
る
こ
と
と
心
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
。

筑
北
小
開
校
準
備
か
ら

感
じ
た
こ
と

筑北小　校章

左 本城小� 右 坂北小

旧村時代と筑北村となっ
てからの校名札です
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五
月
二
十
二
日
、
坂
北
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
今
年
度
の
シ
ニ
ア
大
学
の

開
講
式
と
「
元
気
な
村
づ
く
り
」
と

題
し
て
関
川
村
長
の
講
演
会
が
行
わ

れ
約
六
十
名
の
参
加
者
が
熱
心
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

・
・
・
関
川
村
長
の
話
・
・
・

今
年
十
月

に
は
、
合
併
十

年
目
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
公

約
や
村
の
課
題

に
つ
い
て
積
極

的
に
取
り
組
み
、

来
年
度
か
ら
は
、

そ
の
先
の
十
年

を
見
据
え
て

行
政
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

公
約
に
掲
げ

た
六
つ
に
つ
い
て

は
す
で
に
予
算

に
盛
り
込
ま
れ

具
体
的
に
動

き
始
め
て
い
る
。

平
成
26
年
度

第
１
回
シ
ニ
ア
大
学

＊
保
育
料
の
無
料
化

＊
水
源
地
確
保
の
為
の
対
策

＊
27
年
４
月
か
ら
始
ま
る
本
城
へ
の
本

庁
舎
移
転
開
始
や
青
写
真

＊
各
学
校
の
つ
り
天
井
を
直
す
工
事
の

開
始

＊
３
２
０
ケ
所
も
あ
る
村
内
施
設
を
一

つ
で
も
減
ら
し
村
の
財
政
負
担
を

少
な
く
す
る

＊
坂
北
庁
舎
へ
の
図
書
館
移
転

＊
空
き
家
や
空
き
施
設
の
活
用

＊
荒
れ
た
農
地
対
策
と
し
て
の
花
木

の
植
樹

＊
検
診
の
受
診
率
を
高
め
、
互
い
に
声

を
掛
け
合
い
な
が
ら
村
民
全
員
が

健
康
に
過
ご
せ
る
村
づ
く
り
の
推

進
等
々

ま
た
、
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
は
、

出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
徐
々
に
始
め
る
の

で
は
な
く
、
並
行
し
て
いっ
し
ょ
に
進

め
て
い
き
た
い
。（
以
上
要
約
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
筑
北
シ
ニ
ア
大
学
で
は
、
魅
力
あ

る
沢
山
の
講
座
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
み
に
し
な
が

ら
多
く
の
み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

　
―
批
准
か
ら
満
20
年
―

 

子
ど
も
の
権
利
条
約
は 

　
　
　
　	

　 

守
ら
れ
て
い
る
か 

　
一九
八
九
年
、
世
界
中
の
子
ど
も
た

ち
を
守
る
大
き
な
味
方
が
出
来
ま
し

た
。
ユニ
セ
フ
や
多
く
の
国
の
十
年
に
渡

る
努
力
が
実
り
子
ど
も
を
守
る
権
利

条
約
が
国
連
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
頃
、
紛
争
地
域
や
発
展
途
上
国
の
子

ど
も
た
ち
は
飢
餓
や
病
気
で
次
々
と
亡

く
な
り
将
来
の
夢
は
「
大
人
に
な
る
ま

で
生
き
て
い
る
こ
と
」
だ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
学
校
も
な
く
学
校
の
存

在
も
知
ら
な
い
子
が
多
かっ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
五
年
後
、
日
本
で
も
四

つ
の
内
容
を
持
つ
こ
の
条
約
が
批
准

さ
れ
ま
し
た
。
　

一
、
生
き
る
権
利

　
防
げ
る
病
気
な
ど
で
命
を
奪
わ
れ

な
い
こ
と
。
病
気
や
怪
我
を
し
た
ら

治
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
等
。

二
、
育
つ
権
利

　
教
育
を
受
け
休
ん
だ
り
遊
ん
だ
り

で
き
る
こ
と
。
考
え
る
こ
と
や
自
由

が
守
ら
れ
自
分
ら
し
く
育
つ
こ
と
が

出
来
る
こ
と
等
。

三
、
守
ら
れ
る
権
利

　
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
虐
待
や
搾
取
な

ど
か
ら
守
ら
れ
る
こ
と
。
障
害
の
あ

る
子
ど
も
や
少
数
民
族
の
子
ど
も
な

ど
は
特
に
守
ら
れ
る
事
等
。

四
、
参
加
す
る
権
利

　
自
由
に
意
見
を
表
し
た
り
集
ま
っ

て
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
た
り
自
由
に
行

動
し
た
り
で
き
る
こ
と
等
。

　
六
月
の
初
め
、
神
奈
川
県
厚
木
市

の
ア
パ
ー
ト
で
七
年
前
に
死
亡
し
た

当
時
五
歳
の
男
の
子
が
白
骨
死
体
で

見
つ
か
り
ま
し
た
。
保
育
園
で
楽
し

く
遊
ぶ
か
わ
い
い
盛
り
の
五
歳
児
。

そ
ん
な
時
、
お
腹
を
す
か
せ
て
歩
く

こ
と
も
で
き
な
い
子
が
い
た
の
で
す
。

　
日
本
で
は
、
少
子
な
の
に
子
ど
も

が
虐
待
さ
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
が
と

て
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
食
べ
る
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
時
代
、

親
は
く
た
く
た
に
な
る
ま
で
働
き
、
お

腹
が
す
い
て
い
て
も
自
分
は
何
も
食

べ
ず
に
、
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
る
の
を

笑
顔
で
見
守
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

心
の
伝
言
板
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４
月
29
日
（
水
）
11
回
目
を
迎
え

た
長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
が
松
本
平
広
域
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
で
晴
天
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
の
部
は
選
手
が
集
ま
ら
ず

昨
年
に
引
き
続
き
不
参
加
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
小
学
生
の

部
に
出
場
し
た
選
手
た
ち
は
一
人

１
・
５
km
の
道
の
り
を
快
走
し
大

変
な
健
闘
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

第
１
区
を
走
っ
た
注
目
の
宮
澤

実
亜
さ
ん
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
堂
々
た
る
レ
ー
ス

を
展
開
。
１
位
の
上
田
市
と
ほ
ぼ

（
旧
）本
城
小
学
校
の
閉
校
に
伴
い
、

プ
ー
ル
を
期
間
限
定
で
一
般
開
放
し

ま
す
。

開
放
日
は
7
月
上
旬
か
ら
8
月
下

旬
ま
で
の
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

利
用
に
関
す
る
詳
細
等
が
決
定
し

ま
し
た
ら
回
覧
な
ど
の
チ
ラ
シ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
が
、
屋
外
プ
ー
ル
の

た
め
、
雨
天
時
、
ま
た
プ
ー
ル
の
温

度
が
低
い
時
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ン
は
平
成
29
年
4
月
を
目
標

に
し
て
い
る
た
め
、
27
年
度
は
実
施

設
計
を
行
い
、
28
年
度
に
建
設
と
な

り
ま
す
。

＊
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
概
要
＊

・
一
般
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
…
１
面

・
Jr
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
…
…
２
面

・
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
…
…
４
面

の
ほ
か
、
ナ
イ
タ
ー
用
夜
間
照
明
、

管
理
棟
な
ど
の
設
置
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

４
月
30
日
に
坂
北
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス

高
等
学
校
信
州
筑
北
キ
ャ
ン
パ
ス　

野
球
部
・
蹴
球
部　

監
督
就
任
会

見
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

野
球
部
の
監
督
に
就
任
し
た
中
原

秀
孝
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
か
ら
松
商

学
園
高
校
で
２
期
22
年
監
督
を
務
め
、

平
成
３
年
に
は
選
抜
大
会
で
準
優
勝

に
導
い
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
か
ら

長
野
日
大
で
指
揮
を
取
り
、
昨
年
８

月
に
退
任
し
て
い
ま
す
。

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学
校
で
は
、

硬
式
野
球
部
は
９
月
の
開
校
に
合
わ

せ
て
立
ち
上
げ
、
来
春
の
県
高
校
野

球
連
盟
へ
の
加
盟
を
目
指
し
ま
す
。

蹴
球
部
の
監
督
に
就
任
し
た
伊
藤

雅
範
さ
ん
は
平
成
13
年
に
サ
ッ
カ
ー

Ｊ
１
リ
ー
グ
の
Ｆ
Ｃ
東
京
に
入
団
、

15
年
に
フ
ッ
ト
サ
ル
に
転
向
し
、
日

本
代
表
選
手
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

昨
季
は
日
本
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ

の
バ
サ
ジ
ィ
大
分
で
監
督
を
務
め
て

い
ま
し
た
。

両
監
督
と
も
信
州
筑
北
キ
ャ
ン
パ

ス
の
監
督
と
し
て
新
た
な
闘
志
を
燃

や
し
て
お
り
、
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
村
の
活
性
化
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
そ
う
で
す
。

村
で
は
、
利
用
頻
度
の
少
な
い
体

育
施
設
の
有
効
活
用
と
地
域
活
性

化
を
図
る
観
点
か
ら
、
本
城
サ
ブ
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
サ
ッ
カ
ー
場
に
す
る

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
面
は
人
工
芝
を
予

定
し
て
い
る
た
め
、
サ
ッ
カ
ー
だ
け

で
な
く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

の
競
技
や
高
齢
者
の
運
動
教
室
に

も
使
用
可
能
で
す
。

ま
た
、
併
せ
て
防
災
機
能
の
強
化

を
図
る
た
め
、
駐
車
場
を
拡
張
し
ヘ

リ
ポ
ー
ト
の
設
置
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

並
ん
で
第
２
区
藤
田
翼
さ
ん
へ
タ

ス
キ
を
渡
し
ま
し
た
。
第
３
区
鎌

田
悠
さ
ん
、
ア
ン
カ
ー
増
田
勝
也

さ
ん
へ
と
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、
見
事

県
下
62
チ
ー
ム
中
21
位
、
村
の
部

で
は
4
位
の
好
成
績
で
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
。
タ
イ
ム
も
22
分
43
秒
と
村

合
併
以
来
出
場
し
続
け
た
大
会
で

最
高
の
成
績
と
な
り
ま
し
た
。　

沢
山
の
応
募
の
中
か
ら
残
念
な

が
ら
選
手
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
児

童
た
ち
も
当
日
会
場
を
訪
れ
、
一
緒

に
練
習
を
続
け
て
き
た
選
手
た
ち
に

力
い
っ
ぱ
い
の
声
援
を
送
り
、
心
に

残
る
感
動
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
三
行
詩 

　

子
育
て
は
嬉
し
い
こ
と
楽
し
い
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
で
も
、
親
だ

か
ら
こ
そ
の
悩
み
も
い
っ
ぱ
い
。
む

し
ろ
悩
み
の
連
続
と
い
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
悩
ん
だ
分
だ
け

親
も
子
も
着
実
に
成
長
し
大
き
く
な
っ

て
い
け
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
何
の
約
束
事
も
な
く
自
由
に

書
け
る
三
行
詩
や
五
行
詩
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
築
か
れ
た

家
族
の
温
か
い
関
係
が
、
子
ど
も
た
ち

の
三
行
詩
か
ら
見
え
て
き
ま
す
。

☆
小
学
生
の
三
行
詩
☆

・
か
え
っ
た
ら

な
に
か
ら
は
な
そ
う

き
ょ
う
の
こ
と

・
朝
お
き
て

笑
顔
で
お
は
よ
う
元
気
よ
く

必
ず
そ
ろって
朝
ご
は
ん

・
母
の
日　

父
の
日　

こ
ど
も
の
日

残
り
は　

ぜ
ー
ん
ぶ　

家
庭
の
日

・
93
才
の
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

家
族
の
こ
と
時
々
忘
れ
て
い
く
け
れ
ど

ぼ
く
は
ず
っ
と
忘
れ
な
い

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
や
さ
し
い
笑
顔

・
遅
咲
き
と

信
じ
て
く
れ
る

親
が
い
る

・
お
母
さ
ん
の
ぎ
ゅ
う
は　

や
わ
ら
か
い

お
父
さ
ん
の
ぎ
ゅ
う
は　

あ
た
た
か
い

だ
か
ら
ぼ
く
は　

弟
に
ぎ
ゅ
う
し
て
あ
げ
る
ん
だ

・
聞
く
よ
、
お
話　

家
族
だ
も
ん

ず
っ
と
待
つ
よ　

家
族
だ
も
ん

泣
く
よ
、
いっ
し
ょ
に　

家
族
だ
も
ん

　☆
中
学
生
の
三
行
詩
☆

・「
が
ん
ば
れ
」
じ
ゃ
な
く
て

「
が
ん
ば
っ
た
」
を
く
れ
る

温
か
い
笑
顔
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

・
学
級
だ
よ
り

ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も

見
つ
け
て
く
れ
る
母
の
愛

・
反
抗
期

楽
し
ま
な
い
で
よ
お
母
さ
ん

反
抗
す
る
気
、
な
く
な
る
じ
ゃ
ん

　

三
行
詩
を
読
み
お
互
い
の
想
い
を

伝
え
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

心
の
伝
言
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別名　ウラベニイチゲ

筑
北
村
サ
ッ
カ
ー
場
建
設
計
画

（
旧
）
本
城
小
学
校
プ
ー
ル
を

一
般
開
放
し
ま
す

第
11
回
長
野
県
市
町
村
対
抗
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会

62 チーム中 21 位 過去最高順位

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学
校

信
州
筑
北
キ
ャ
ン
パ
ス

野
球
部
・
蹴
球
部

監
督
就
任
会
見
に
つ
い
て
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今
年
度
よ
り
、
新
学
校
長
と
し
て

赴
任
さ
れ
ま
し
た
、
高
坂
徹
先
生
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

ご
出
身
は
果
物
で
有
名
な
下
伊
那

郡
松
川
町
。
教
員
住
宅
に
単
身
赴
任

さ
れ
て
い
ま
す
。
物
静
か
な
口
調
で

質
問
に
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
筑
北
中
学
校
で
重
き
を
お
き
た

い
点
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ
．
勉
強
面
・
知
識
の
獲
得
だ
け
で

は
な
く
、
一
人
で
出
来
な
い
解
決

も
友
達
や
周
り
の
人
に
関
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
解
決
し
て
い
く
事

が
出
来
ま
す
。「
学
び
合
い
」と
は
、

人
と
関
わ
り
な
が
ら
学
び
、
教
師

と
の
授
業
を
通
し
て
学
ん
で
い
く

事
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

教
職
員
に
も
、
次
の
事
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

世
の
中
を
生
き
抜
い
て
い
く
為
の

教
育
と
し
て
。

一
21
世
紀
を
生
き
抜
い
て
い
く
力
。

筑
北
中
校
長
先
生
紹
介高坂　徹

校長先生

二 

社
会
の
担
い
手
に
な
れ
る
力
。

で
す
。

　

そ
の
力
を
養
う
為
に
は
、
場
面
を

与
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り

ま
す
。
授
業
・
生
徒
会
・
部
活
の

場
面
を
通
し
、
生
徒
達
に
多
く
の

経
験
を
さ
せ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ
．
人
と
の
関
わ
り
方
は
大
切
で
す

が
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
難
し
い
の
で
す
が
・
・

Ａ
．
思
春
期
の
大
切
な
時
期
を
迎

え
子
供
達
も
客
観
的
に
自
分
が
見

え
て
き
ま
す
。
そ
れ
故
、
友
達
や

周
り
の
人
に
対
し
て
今
ま
で
と
は

違
っ
た
見
え
方
に
な
り
ま
す
。
時

に
は
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
親
子
の
距
離
感
を
保
ち
な
が

ら
、
親
も
親
と
し
て
の
成
長
を
し

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
筑
北
中
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
お
考
え
は
？

Ａ
．
新
し
い
も
の
を
作
り
あ
げ
る
の

と
い
う
の
で
は
な
く
、
今
ま
で
も

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
、
学
習
支

援
や
放
課
後
支
援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
活
動
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
で
す
。
又
、
地
域
の
方
の
願
い

も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

お
忙
し
い
日
程
の
中
、
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
達
も
親
修
行

に
頑
張
り
た
い
で
す
。

① 

趣
味
・
特
技
は
？

② 

筑
北
村
の
第
一
印
象
は
？ 

③ 

自
己
P
R
！

筑
北
中
学
校

特別支援学級

酒
さ か い

井　菊
き く お

雄
先生

①
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

②
山
あ
い
に
広
が
る
広
々
と
し
た
開

放
感
の
あ
る
、
地
域
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

③
出
来
る
範
囲
で
全
力
投
球
を
心
が

け
生
徒
と
共
に
活
動
で
き
る
。

2年副担任

柳澤　智司
先生

①
高
原
散
策
を
し
た
り　

い
い
景
色

を
眺
め
た
り
（
願
い
）

②
山
あ
い
の
風
景
は
気
持
ち
が
ほ
っ

と
し
ま
す
。

③
美
術
と
技
術
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

新
任
の
先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　

き
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。1年SUN組

小
こばやし

林　隆
たかし

先生

①
１
け
ん
玉
・一
輪
車
（
と
言
っ
て
き

ま
し
た
が
、
最
近
腕
が
錆
付
き

気
味
で
す
。）

２
心
も
体
も
ア
ン
パ
ン
マ
ン
に
成
り

切
る
こ
と

②
正
に
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
で
す
。

③
筑
北
村
を
知
り
尽
く
し
た
男
が
、

麻
績
村
を
「
第
二
の
心
の
ふ
る
さ

と
」
と
す
べ
く
頑
張
り
ま
す
。

1年担任

渡
わたなべ

邊千
ち づ こ

鶴子
先生

①
山
歩
き
、
剣
道
、
本
当
に
趣
味
程

度
に
ピ
ア
ノ
を
弾
き
ま
す
。

　

温
泉
付
き
の
ス
キ
ー

②
今
は
こ
う
い
う
所
が
心
安
ら
ぐ
し
、

日
本
が
こ
う
い
う
地
域
を
大
切
に

し
な
き
ゃ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
主
人
も
子
ど
も
も
お
世
話
に
な
っ

て
生
活
し
、
育
て
て
頂
い
た
こ
の

村
で
勤
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な

り
、
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
た

ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。2年

宮
みやした

下智
ち え み

恵美
先生

①
映
画
を
見
る
こ
と
が
好
き
で
す
。

（
特
に
洋
画
）

　

メ
キ
シ
コ
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が

あ
る
の
で
ス
ペ
イ
ン
語
が
少
し
わ

か
り
ま
す
。

②
自
然
が
豊
か
で
、
景
色
が
き
れ
い

で
す
。
子
ど
も
た
ち
も
と
て
も
素

直
で
、
地
域
全
体
が
温
か
な
か
ん

じ
が
し
ま
し
た
。

③
ひ
た
む
き
な
生
徒
と
共
に
一
生
懸

命
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

英
語
も
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。2年

瀧
たきざわ

澤　優
まさる

先生

①
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
イ
ラ
ス
ト
描
き

②
明
科
か
ら
山
を
超
え
て
広
い
街
が

見
え
る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。

③
中
学
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
微

力
な
が
ら
明
日
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
育
成
す
る
た
め
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

1年副担任

遠
えんどう

藤　耕
こ う じ

治
先生

①
旅
行

②
静
か
な
星
の
き
れ
い
な
と
こ
ろ

③
ナ
マ
ス
テ
ー
！　

イ
ン
ド
に
住
ん

で
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
ド
の
面
白
さ
を
皆
さ
ん
に

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

す
！

1年副担任

金
かなざわ

澤　由
ゆ か

佳
先生

①
読
書
・
ス
キ
ー

②
聖
高
原
の
空
気
が
と
て
も
爽
や
か

で
し
た
。

　

の
ど
か
で
良
い
所
で
す
。

③
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

聖
南
中
学
校

教頭

木
きのした

下　政
まさみち

道
先生

①
＊
旅
行　

＊
星
を
見
る
こ
と

②
＊
空
が
丸
く
て
近
い
。
そ
し
て
!!

お
だ
や
か
な
空
気
が
流
れ
て
い
る
。

③
人
と
話
す
こ
と
は
好
き
で
す
。
お

気
軽
に
学
校
へ
お
出
か
け
下
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

国語2年副担任

高
たかはし

橋　芽
め い

衣
先生

①
読
書

②
親
切
な
人
が
多
い
。

③
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
様
々

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

坂
井
小
学
校

2年担任

荒
あ ら い

井　麻
ま や

耶
先生

①
マ
ー
チ
ン
グ
で
打
楽
器
を
や
っ
て

い
ま
す
！

②
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
だ
な
～
。

③
元
気
に
笑
顔
で
子
供
た
ち
と
生
活

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

事務

山
やまざき

崎　博
ひろふみ

文
先生

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
釣
り
・
お
や
き

食
べ
歩
き

②
落
ち
着
く
な
あ
～

③
緑
色
が
大
好
き
で
す
！

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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筑
北
小
学
校

5年担任

坂
さかまき

槇　利
としみち

通
先生

①
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
う
こ
と

②
自
然
豊
か
。
で
も
そ
の
中
を
高
速

道
路
が
走
っ
て
い
る
風
景
も
ま
た

良
い
。

③
家
の
近
く
の
ア
ル
ウ
ィ
ン
に
松
本

山
雅
の
応
援
に
行
っ
て
ま
す
。

講師

井
い ぐ ち

口　哲
てつ

先生

①
ス
ポ
ー
ツ
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

ず
っ
と
や
っ
て
い
ま
し
た
。

②
と
て
も
穏
や
か
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
が
早
く
閉
ま
る
。

③
寒
さ
に
は
弱
い
で
す
が
、
子
ど
も

の
元
気
に
負
け
な
い
よ
う
に
若
く
、

パ
ワ
フ
ル
に
が
ん
ば
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

校
長　

田た
な
か中　

公き
み
お男
先
生

教
頭　

伊い

が賀　

雅ま
さ
し志
先
生

教
諭　

太お
お
た田　

喜よ
し
ひ
ろ博
先
生

教
諭　

小こ
い
わ
い

岩
井
裕ゆ
う
こ子
先
生

教
諭　

島し
ま
づ津　

紀の
り
こ子
先
生

教
諭　

関せ
き
や
ま山　

菜な

ほ穂
先
生

教
諭　

鳥と
り
の
う
み海　
　

康
や
す
し

先
生

教
諭　

中な
か
の野　

節せ
つ
こ子
先
生

教
諭　

古ふ
る
は
た畑
由ゆ

き

こ
紀
子
先
生

教
諭　

待ま
ち
い井　
　

明
あ
き
ら

先
生

教
諭　

召め
す
だ田　

和か
ず
み美
先
生

教
諭　

吉よ
し
の野
み
つ
江え

先
生

事
務　

押お
し
が
ね鐘　

雄ゆ
う
す
け介
先
生

講
師　

横よ
こ
む
ら村
あ
り
さ
先
生

講
師　

矢や
の
く
ち

ノ
口
昌ま
さ
お
み臣
先
生

講
師　

次じ
ろ
う
ま
る

郎
丸　

恵
め
ぐ
み

先
生

図書館司書

大
おおまえ

前有
ゆ り え

里恵
先生

①
趣
味
は
風
景
や
人
物
の
写
真
を
撮

る
こ
と
で
す
。
特
技
は
書
道
で
す
。

②
地
域
の
皆
さ
ん
が
温
か
く
て
、
自

然
い
っ
ぱ
い
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。

③
さ
ら
に
筑
北
村
の
こ
と
を
知
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

コ
ラ
ム

卒
業
式
や
入
学
式
で
気
に
な
る
こ

と
は
、
や
は
り
お
天
気
で
す
。
入
学

式
の
雪
降
り
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。今

年
は
大
丈
夫
だ
っ
た
と
思
っ
て

い
た
ら
、
４
月
８
日
の
雪
に
「
や
っ

ぱ
り
！
筑
北
村
！
」
な
ん
て
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
関
東
で
も
雪
が
降
っ

た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

入
学
式
と
い
え
ば
、
信
大
の
山
沢

学
長
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
の
「
ス
マ

ホ
や
め
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
信
大
生

や
め
ま
す
か
」
が
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ

し
ま
し
た
。

確
か
に
、
全
文
を
読
ん
で
も
そ
の

部
分
は
「
ド
キ
ッ
」
と
し
ま
す
が
、

受
験
を
勝
ち
抜
い
た
学
生
達
に
誇
り

を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
。
ネ
ッ
ト
世

界
の
情
報
は
ど
う
し
て
も
一
方
通
行

で
薄
く
な
り
易
く
、
そ
の
こ
と
へ
の

危
惧
。
人
と
関
わ
る
事
で
多
く
を
学

ぶ
大
切
さ
を
、
教
育
者
と
し
て
語
っ

た
あ
い
さ
つ
に
思
え
ま
し
た
。

一
部
分
の
言
葉
を「
ど
う
思
う
か
」

と
報
道
す
る
の
も
良
く
な
い
が
、
ス

マ
ホ
は
確
か
に
便
利
な
道
具
で
は
あ

る
も
の
の
、
一
日
の
中
に
ス
マ
ホ
と

離
れ
る
時
間
を
持
つ
事
も
と
て
も
大

事
な
こ
と
に
思
え
ま
す
。

若
葉

筑
北
小
学
校
へ
は
旧
本
城
小
学

校
と
旧
坂
北
小
学
校
か
ら
以
下

の
方
々
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

農
業
に
励
む

坂
北
地
域
仁
熊
の
嶋
田
幸
夫
さ
ん

を
訪
ね
ま
し
た
。

高
知
県
出
身
で
定
年
退
職
後
本
格

的
に
農
業
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
、
現
在
は
お
米

の
他
に
ア
ワ
や
キ
ビ
な
ど
の
雑
穀
や

ゴ
マ
な
ど
の
栽
培
も
仲
間
と
一
緒
に

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
は
「
雑

穀
ク
ラ
ブ
」
の
立
ち
上
げ
に
力
を
い

れ
て
お
り
、
筑
北
村
の
他
、
松
本
市

の
Ｉ
タ
ー
ン
農
家
の
方
た
ち
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
も
始
め
て
い
ま

す
。「
子

供
や
お
年

寄
り
に
試

食
し
て
も

ら
え
る
企

画
が
あ
れ

ば
と
思
っ

て
い
る
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

訪
れ
た
こ
の
日
は
、
農
業
用
ハ
ウ

ス
の
中
で
御
家
族
と
共
に
苗
床
の
準

備
を
し
て
い
ま
し
た
。

村
民
有
志
グ
ル
ー
プ
「
坂
北
み
ら

い
宿
」
の
メ
ン
バ
ー
と
地
域
お
こ
し

に
も
参
加
し
、
会
の
メ
ン
バ
ー
と
い

ろ
い
ろ
な
企
画
を
一
緒
に
考
え
て
い

ま
す
。

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
「
シ
マ
ダ

フ
ァ
ー
ム
祭
り
」
は
80
名
ほ
ど
が
訪

れ
た
と
の
こ
と
で
、「
小
さ
な
企
画

で
も
筑
北
村
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ

か
け
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
。

農
業
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
若
者

が
増
え
て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
。
自

分
の
体
調
と
相
談
し
な
が
ら
仲
間

と
一
緒
に
農
業
を
や
っ
て
い
け
た

ら
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
構
想
を
考
え

て
い
る
よ
う
で
す
。
ど
う
ぞ
お
身
体

に
気
を
つ
け
て
筑
北
村
の
元
気
作
り

に
お
力
を
お
貸
し
下
さ
い
。

お孫さんと嶋田さん

丹誠込めて作ったお米や雑穀

坂
井
地
域
道
平
地
区
に
昨
年
の
７

月
に
福
島
県
い
わ
き
市
か
ら
移
住
さ

れ
た
北
郷
さ
ん
の
お
宅
に
お
じ
ゃ
ま

し
ま
し
た
。
北
郷
俊
明
、
喜
代
美
さ

ん
ご
夫
婦
と
高
２
・
中
３
・
中
１
の

３
人
の
子
供
さ
ん
の
５
人
家
族
で
す
。

筑
北
村
に
来
た
き
っ
か
け
は
？

田
ん
ぼ
や
畑
作
り
が
し
た
く
て
、

そ
れ
が
で
き
る
と
こ
ろ
を
探
し
て
い

ま
し
た
。
筑
北
村
の
空
家
バ
ン
ク
を

知
り
家
族
で
見
学
に
来
て
こ
ち
ら
に

決
め
ま
し
た
。

筑
北
村
の
印
象
は
？

い
い
所
だ
な
と
思
い
ま
す
。
便
利

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
（
笑
）
人
が
純

朴
で
優
し
く
て
住
み
や
す
い
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
飲
む
機

会
が
多
い
の
で
、
お
酒
が
飲
め
て
よ

か
っ
た
で
す
。
お
か
げ
で
近
所
の

方
々
と
だ
い
ぶ
仲
良
く
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

実
際
に
生
活
し
て
み
て
い
か
が
で
す

か
？子

供
達
は
順
応
が
早
く
て
、
す
ぐ

に
楽
し
く
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。

今
は
畑
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
簡
単
で
は
な
く
す
ぐ

に
結
果
は
出
な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ

と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
奮
闘
中
で
す
。

最
近
は
就
農
希
望
者
が
増
え
て
い
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
村
で
も
サ
ポ
ー
ト

を
充
実
さ
せ
て
就
農
仲
間
が
も
っ
と

増
え
て
く
れ
た
ら
い
い
の
に
と
思
い

ま
す
。

多
趣
味
で
釣
り
や
山
歩
き
も
し
た

い
の
で
す
が
、
畑
仕
事
で
時
間
が
な

い
の
で
こ
れ
か
ら
時
間
を
見
つ
け
て

筑
北
村
内
を
散
策
し
て
み
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

先
日
も
地
域
の
住
民
懇
談
会
で
お

会
い
し
ま
し
た
。
積
極
的
に
地
域
と

関
わ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
ア
イ
デ
ア
を
伺
い
た
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
！
筑
北
村
へ 　
【15】



37 36

● 26 年度　貸出ランキングベスト 3 ●

筑
北
村
東
条
（
八
木
）
で
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
工
房
『
ヨ
コ

ヤ
マ
ギ
タ
ー
ズ
』
を
開
い
て
い
る
横

山
正
（
56
）
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

北
ア
ル
プ
ス
が
一
望
で
き
る
工
房
に

一
人
黙
々
と
ギ
タ
ー
の
制
作
に
励
ん

で
い
ま
す
。

一
ヶ
月
に
５
～
６
本
は
作
り
、
今

ま
で
に
５
８
０
本
を
制
作
。
す
べ
て

に
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
が
記
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
聖
南
中
の
卒
業
生
で
バ

ス
ケ
ッ
ト
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

ギ
タ
ー
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
？
独
立
さ
れ
た
の
は
？

高
校
時
代
に
地
元
の
仲
間
４
人
で

バ
ン
ド
を
組
ん
で
い
た
。
モ
ー
リ
ス

ギ
タ
ー
に
入
社
し
て
ギ
タ
ー
を
作
り

始
め
た
。
最
初
の
１
年
は
ラ
イ
ン
に

入
り
制
作
し
て
い
ま
し
た
が
、
注
文

に
応
じ
た
ギ
タ
ー
造
り
を
す
る
こ
と

に
な
り
、
30
年
ほ
ど
し
て
独
立
し
ま

し
た
。
自
分
の
ブ
ラ
ン
ド
で
、
ス
タ

イ
ル
で
ギ
タ
ー
を
制
作
し
て
み
た

か
っ
た
。

ギ
タ
ー
の
値
段
は
ど
の
位
で
す
か
？

28
万
か
ら
で
す
が
、
注
文
に
応
じ

て
値
段
が
上
が
り
ま
す
。
百
万
以
上

の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

注
文
が
入
っ
て
か
ら
完
成
す
る
ま
で

の
期
間
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
？

５
～
６
か
月
と
お
話
し
し
て
い
ま

す
が
、
実
質
４
ヵ
月
く
ら
い
で
す
ね
。

自
分
で
生
産
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
、
そ

れ
に
沿
っ
て
作
業
す
る
。
手
間
を
か

け
る
手
作
業
は
十
分
に
時
間
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

注
文
さ
れ
る
客
層
の
年
齢
層
は
？

有
名
人
は
？

最
も
多
い
の
は
40
代
～
50
代
で
す
。

若
手
の
人
気
ギ
タ
リ
ス
ト
「
松
井
祐

貴
」
さ
ん
。
ヨ
コ
ヤ
マ
ギ
タ
ー
ズ
が

ソ
ロ
ギ
タ
ー
合
宿
を
開
催
し
、
講
師

と
し
て
き
て
頂
い
て
い
ま
す
。

『
高
価
な
楽
器
で
す
か
ら
、
一
生

も
の
と
し
て
使
っ
て
欲
し
い
し
、
弾

く
う
ち
に
音
が
ど
ん
ど
ん
良
く
な
る

よ
う
な
ギ
タ
ー
で
あ
っ
て
欲
し
い
』

職
人
で
あ
り
芸
術
家
で
も
あ
る
横

山
さ
ん
。
優
し
い
笑
顔
が
印
象
的
で

し
た
。
詳
し
い
事
を
知
り
た
い
方
は

ネ
ッ
ト
で
『
ヨ
コ
ヤ
マ
ギ
タ
ー
ズ
』

と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

た
め
』
と
い
う
願
意
が
あ
る
。
一
種

の
骨
蔵
器
と
し
て
機
能
し
た
か
と
も

考
え
ら
れ
る
。
今
は
廃
寺
と
な
っ
た

真
言
宗
大
洞
山
大
泉
寺
の
本
尊
で

あ
っ
た
。（
善
光
寺
信
仰
展
よ
り
記

述
）
通
常
は
八
木
公
民
館
で
展
示
し
、

管
理
さ
れ
て
い
る
。 

お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た

「
筑
北
村
の
　
　 

　
を
訪
ね
て
」

有
名
人

　

今
年
は
善
光
寺
の
御
開
帳
で
す
。

筑
北
村
か
ら
も
仏
像
が
出
品
さ
れ
て

い
ま
す
。（
信
濃
美
術
館
に
５
月
31

日
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
る
）

鎌
倉
時
代
の
建
治
元
年

（
１
２
７
５
年
）
に
造
ら
れ
た
鉄
仏

（
鉄
仏
の
た
め
同
じ
型
に
よ
り
鋳
造

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。）
で
高
さ
48
㎝
。
仏
像
の

背
面
に
「
一
切
衆
生
の
骨
を
入
れ
る

行
っ
て
み
ま
し
ょ
見
て
み
ま
し
ょ

善
光
寺
式
阿
弥
陀
如
来
立
像

筑 北 村 図 書 館 だ よ り

～休館のお知らせ～
蔵書点検のため、図書館・図書室を次の通り休館します。

　筑北村図書館	 5月13日（水）〜15日（金）
　本 城 図 書 館 	 5月20日（水）〜21日（木）
　坂 井 図 書 室 	 5月27日（水）〜28日（木）

　ご不便をおかけしますが、よろしくお願いします。

楽しい絵本をたくさん読んでもらいました。終了後はみんなでびゅんびゅんごまを作りました。
なごやかでとても楽しいおはなし会でした。

2015年　本屋大賞受賞作

『鹿の王』　上橋 菜穂子

児童文学のノーベル賞、国際アンデルセン賞受賞の上橋
菜穂子さんがおくる、壮大なファンタジー小説です。
筑北村図書館に置いてあります。どうぞ、ご利用ください。

一般書 児童書
１位

２位

３位

１位

２位

３位

JR新幹線・特急全車両大図鑑

満願

まつもとくるる

とっきゅうでいこう

新電車大集合 1616 点

ぜんこく電車スーパーずかん

原口　隆行

米沢　穂信

メディアゴーゴー
（筑北村図書館　H26年 .4.1〜H27年 .3.31調べ）

もりの子お話の会主催 春休みスペシャル 3月 26日開催

館
報
編
集
後
記

　

館
報
第
57
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

新
年
度
が
始
ま
っ
て
一
ヶ
月
余
り

た
ち
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
そ
ろ
そ
ろ

新
し
い
環
境
に
慣
れ
た
頃
で
し
ょ
う

か
。
誰
で
も
初
め
て
の
こ
と
や
新
し

い
こ
と
に
接
す
る
と
と
て
も
神
経
を

使
う
も
の
で
す
。
変
化
に
柔
軟
に
対

応
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
な
か

な
か
な
じ
め
ず
に
体
調
を
崩
し
て
し

ま
う
…
。
そ
ん
な
方
も
い
る
で
し
ょ

う
。
あ
せ
ら
ず
気
負
わ
ず
、
段
々
と

慣
れ
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
も
、「
慣
れ
る
」
が
度
を
越
す

と
な
れ
な
れ
し
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
。
何
事
も
や
り
過
ぎ
は
い
け
な

い
と
い
う
事
で
す
ね
。
と
も
あ
れ
、

新
し
い
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
は

脳
に
は
と
て
も
良
い
こ
と
。
私
も
何

か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
！
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

　
　
　
　
　

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｏ　

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
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子育て支援センターだより
☎ ２２－６６－２９７５

ーみなさん こんにちはー

子育て支援センターが、旧本城保育園に移転し

て１年がたちます。

楽しくあそんだり、歌ったり、踊ったりしてい

ます。これからもセンターを、一人でも多くの方

に遊びの場や交流の場として、利用していただけ

ると嬉しいです。

まだあそびに来た事がない皆さんも、ぜひお気

軽にお越しください。お待ちしています。

センター長です。よろしくお願いします!

藤澤陽子

今年度から子育て支援センターにお世話になりま

す。昨年度末まで筑北中学校に勤務していました。

今までの経験を生かして、子育てのお手伝いができ

たらと思います。

子育て支援センターは、虹のように一人ひとり違っ

た＜いろ＞の輝きを放ちながら、成長できることを

願って４つの事業を柱に、子ども一人一人の「育ち」

に関するサポートをしていきます。村の宝である子ど

もたちを一緒に育てていきましょう。気軽に声をかけ

てください。

５月から７月の行事予定
＜時間正確に集合してください＞

５月
日にち 内容

１９日（火） キッズビクス

２１日（木） 坂井保育園開放日

２５日（月） リラックスヨガ

２８日（木） 誕生会

６月
日にち 内容

２日（火） ひまわり保育園開放日

８日（月） おさがり会

１１日（木） 救急法講習会

１５日（月） ベビーマッサージ

１８日（木） どんぐりくらぶ

２２日（月） リラックスヨガ

２６日（金） 運動あそび

２９日（火） 坂井保育園開放日

７月
日にち 内容

２日（木） どんぐりくらぶ

６日（月） リラックスヨガ

９日（木） 誕生会

１３日（月） べビーマッサージ

１６日（木） セカンドブック

２１日（火） キッズビクス

２３日（木） 保育園であそぼう（筑北ひまわり）

２８日（火） 保育園であそぼう（坂井）

（にじいろカレンダーと変更有）

※詳しくは「にじいろカレンダー」をご確認ください。

あそびに

来る方へ

＜センターへの持ち物＞

飲み物（水かお茶）、おむつ、おしり拭き、お手ふき、ティッシュ、ごみ袋など各自必要な物

※行事へは、サポートノート、筆記用具をお持ちください。

センターでは、育児・子育てのご相談を随時お受けします。

お気軽にご相談ください。

 

平
成
27
年
４
月
か
ら
、
新
た
な
国

の
制
度
と
し
て
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

村
の
保
育
は
、
す
で
に
保
育
料
の

無
料
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
新
た
に
、
次
の
３
項
目
の
軽
減

措
置
を
実
施
し
ま
す
。

「
多
子
世
帯
へ
の
軽
減
措
置
」
と

し
て
、
保
育
料
を
第
１
子
全
額
、
第

２
子
半
額
、
第
３
子
無
料
。
３
歳
未

満
児
に
適
応
し
ま
し
た
。
今
ま
で
、

同
時
入
所
の
場
合
に
軽
減
措
置
が
適

応
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
18
歳
ま
で

拡
大
し
ま
し
た
。

「
延
長
保
育
料
の
一
部
無
料
化
」

に
つ
い
て
は
、
就
労
さ
れ
て
い
る
保

護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
今
ま
で
、
保
育
時
間

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30

分
を
超
え
た
時
間
に
つ
い
て
徴
収
し

て
い
ま
し
た
が
、
最
大
延
長
保
育
時

間
の
み
徴
収
と
な
り
ま
し
た
。

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
時

間
延
長
と
利
用
料
の
一
部
無
料
化
」

に
つ
い
て
は
、
時
間
を
延
長
す
る
こ

と
で
、
就
労
さ
れ
て
い
る
保
護
者
が

迎
え
に
来
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
下
校
時
か
ら
午
後
５
時
30

分
ま
で
利
用
料
を
無
料
と
す
る
こ
と

で
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
支
援
事
業
計
画
を
基
に

『
子
育
て
は
、
筑
北
村
で
！
』

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
子
ど
も
・
子
育

て
の
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

31
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
け
る
、

幼
児
期
の
保
育
・
学
校
教
育
・
地
域

の
子
育
て
に
つ
い
て
の
計
画
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
平
成
25

年
度
に
計
画
策
定
を
目
的
に
実
施
し

ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
し

て
い
ま
す
。

村の子ども・子育て支援が拡充されました！！

○　保育料の多子世帯への軽減措置

○　保育園の延長保育料の一部無料化

○　放課後児童クラブの利用時間延長と利用料の一部無料化

筑
北
村
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
作
成


